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1．緒　　　　　言

　繊維と染料および洗剤の三つの物質は，それぞれ単独で利用されることは少ない。即ち人類

がこれら三つの物質間の関係の理解を深めることによって、次々と新しい物を見つけ出し，造

り出し，利用して，人間の衣生活の豊かさを，さらに健康な生活を向上させてきた。したがっ

て繊維，染料および洗剤は，その相補的発展の中には深い歴史的相関関係があるものと考えて

よいだろう。繊維，染料および洗剤は，人問の生活における基本的な物質として，重要な位置

を占めてきた。さらに今後においてもその重要性はかわらないという観点から，それらの歴史

的相関関係を知ることは声義あることと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
　「繊維，染料および洗剤の歴史的関係」を論ずるに当って，「繊維の歴史的展開」を前報で

述べた。続いて「主として染料の歴史的展開」を述べる必要があるので，これを第2報とする。

　人類が色に対して関心をもっていたことは旧石器時代の遺物からもはっきりしているが，そ

れだけに色材の利用についての深い歴史的流れがある。ここでは人類が歴史上において，どの

ような色材をいつ，どこで発見をし，さらにどのように人工的合成を試み，どのように利用し

てきたか，又それがどのように世界に広がっていったかを知るために，染料・顔料の歴史年表

を作成した。染料・顔料の各時代における棚田各と化学史における染料の位置について考察した。

さらに歴史的に天然染料は単に衣服や食物の色彩を豊かにしただけでなく，薬物としても人の

健康上に重要な意味をもっていたので，薬物についても，若干年表に記載し，天然染料，生薬

および食用色素の関係についても述べる。

2．方　　　　　法

　新・旧石器時代までの染料・顔料に関することは，種々の．文献の内容をまとめて，「染料・顔

料の歴史年表1」に時代別に記述した。

　歴史時代については，新大陸（南，北，中央アメリカ及びオーストラリア），ヨーロッパ，西

アジア（エジプト，メソポタミア，およびインド等），東アジア（中国，日本およびインドネシア

の4つの地域別に，染料・顔料についての歴史的事項を時代の古い順に縦方向に配列した

「染料・顔料の歴史年表2」を作成した。地域別に分けたのは，天然染料・顔料は気候や風土
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の影響が大きいことと，染料を衣料材料に染色するには、高度の化学技術をともなうことから，

歴史，地理上での文明の変遷と大きくかかわりがあるからである。

3．説　明　と　考　察

3．1．染料・顔料の歴史的流れ

　B．C．40000～B．C．10000年頃　一歩い顔料一

　中期石器時代の1日人ネアンデルタール人は最古の埋葬する習慣をもち，身体彩絵として描土

（しゃど，主成分は酸化鉄であるが完全な無水物ではないので紅柄のような赤ではなく，多少

黄みを帯びる。水分を含むときは黄土になる天然のもの）を利用する風習がみられた。後期旧

石器時代の新人クロマニヨン人は，死者の上に赤色の顔料紅柄（酸化第二鉄）をふりかけた。

又中国，用口唐山頂洞でも紅柄がみつかっていることから古代人には赤い色は特別な意味をも

っていたと思われる。B．C、約15000～12COO年の頃の洞窟壁画は赤土，黄土，白土，炭の多色

で描かれていた。現在確認できる色材は鉱物等の顔料であるが，B．C．約40000年頃に病人のの

ために薬として植物等を利用していたことから，あるいは植物染料も身体塗布に使われたかも

しれないと考えられるが証拠となるものはない。

　B．C．10000～8．C．5㎝0年頃　一顔料から金属へ一

　新石器時代では織物がつくられていたから衣服がつくられると同時に鉱物，植物による染色

が行なわれていたと考えられる。

　エジプトで緑色の顔料として孔雀石（塩基性炭酸銅）が利用されていたことから，孔雀石の

探索の際に自然銅の発見あるいは孔雀石の冶金による鋼の発見につながって金属器時代を迎

えたという考え方もある。

　8．C．4000～B．C．3000年頃　一粘土板によって染色法わかる一

　メソポタミアの粘土板の裸形文字の解読によってメソポタミアの染色技術がわかり，その内

容は以降の20世紀初めの半合成，合成繊維が出現するまでの天然染料と天然繊維との染色法の

基礎を決定づけるほどの高度のものであり，驚くべきこととして受け取られている。このこと

から古代の化学技術はオリエントから始まったといわれるゆえんである。日本では紅柄が見い

出されている。

　B．C．3000～B．C．2500年頃　一染織品の遺物発見一

　エジプトから藍色，紅花の黄色で染色された亜麻布が，又インドでは茜で染めた木綿布が発

見されている。エジプト，中国で医・薬学が繁栄する。

　8．C．2500～8．C．2㎝0年頃　一ペルシアの天然染料多彩となる一

　サフラン（黄），ザクロ（黒），ウコン（黄），羊毛の赤色，他にイトスギ，没食子など染料の

種類が豊富となる。

　B．C．2000～B．C．満00年頃　一染料植物の栽培始まる一

　中近東では紅花が，エジプトでは藍，インドでは藍と紅花が栽培された。

　B．C．15㎝～B．C．500年頃　一動物染料が使われる一

　地中海では貝紫がさかんに使われ，帝王紫として尊重されたが現物はないようである。南米

ペルーから発見された木綿布の貝紫染の遺品は世界最古のものである。日本の貝塚からも貝紫

を含む貝が発見されているが，染色に利用されたがは全くわからない。メソポタミアとギリシ
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ヤにインドからエンジムシが導入されている。

　B．C．500～B．C．200年頃　一中国，ローマの染色技術発展一

　ローマはメソポタミア・エジプトの染色技術が導入されて発展する。中国では独自の本草研

究が盛んとなり，染料植物の発見，染色技術の開発がなされた。

　8．C．200年～A．D．200年頃　一シルク働一ド及びエリュトラ海を通じて，東洋，西洋の染

料が移入される一

　インドのラック・ダイ，インド藍で染められた木綿布がローマに輸入され，逆に貝紫で染め

られた布がインドに輸入された。西域のサフラン，紅花，ザクロが中国に輸入された。ローマ

に輸入されたインド藍は絵具や医薬品として利用された。ヨーロッパでは13世紀のマルコ・ポ

ー口の「東方見聞録」により，始めてインド藍が植物であることを知るまでは鉱物としていた。

　A．D．200～A．D．700年頃　一日本，染色の基礎ができる一

　日本は原始的な摺り染（山藍，月草，かきつばた，こなぎ，はぎ，つちはり等）から始まっ

た。やがて中国からの染料（紅花，蓼藍，紫根，びんろうじゅ，うこん，蘇芳，ラック）が加

わり染料が豊富となった。さらに中国より浸染法，後に三纈の高度の技術が導入されて，染織

の基礎がととのった。中国では「抱朴子」，「神農本草経」，「斉民票術」にみられるように薬草・

染料植物の栽培や染色の技術書が生まれた。

　A．D．700～A．D．9㎝年頃　一目本，文献と遺物が豊富一

　日本では，帖事記」，「日本書紀」，日風土記」，「万葉集」の中に染色の記述が多くみられ，

当時の染色の状況が詳しく判明できる。又「正倉院」の伝世品によって染料の実物がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■｛ぱ｛このころ使われた新しい染料としては，茜，蓼藍，黄蓮，くちなし，橡，刈安，楊梅，黄襲，

はんの木，胡桃，ミロバラン，没食子，阿仙，トチ，五倍子等である。日本以外の外国のこと

は貝紫でない紫の染色術のことがわかる程度である。

　A．D．900～A．D．1200年頃　一ペルシア，ローマの染色術はアラビアで生きる一

　ペルシャ，エジプト，ギリシャ，ローマの順に伝えられた染色技術は，中世においてアラビ

ア科学の一つとして残り，アラビア語による文献が多くみられる。日本では，中国から伝えら

れた染色技術は「延喜式」に集大成された。又「源氏物語」，「枕草子」，「栄花物語」，「和名抄」，

「赤染衛門集」に染色の記述みられ，日本人の色彩に対する感受性の高さをうかがわせる。

　「赤染衛門集」の歌の中に，インドから中国を通じて輸入された赤色染料のラックダイを虫

であることを知っていることを示す歌がある。一方，ラックダイ，ケルメス，コチニールは，

産地においても，ヨーロッパにおいても長く植物の種子と解されており，虫であることがはっ

きりしたのは，顕微鏡を発明したレーウエン・フックが観察した1704年である。したがって歌

の中の虫をラックダイと解釈することが正しくないのかもしれないが，歌の中の虫をラックダ

イとうけとめると，上記のことは日本人の自然観察の繊細さをうかがわせるものであろう。

　A．D．1200～A．D．1600年頃　一ヨー園ツバに新大陸の染料が入り，活気づく一

　地中海の貝紫は乱獲により絶滅したが，新大陸の発見により，旧大陸にはない新しい染料である

コチニール，ロッグウッド，ゲレップ，ケルシトロンがヨーロッパに導入された。又インドか

らインド藍が以前よりも増してヨーロッパに輸入された。「インド更紗」，トルコの新しい染色

法による「トルコ赤」はヨーロッパの染色界に大きな影響を与え，ヨーロッパを活性化させた。

旧大陸からはザクロが新大陸に移入されて栽培された。日本には，コチニールで染められた羊

毛製品がヨーロッパから輸入されている。
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　A．D．16㎝～A．D．1800年頃　一ヨー園ツバで染料，染色法の研究始まる一

　ヨーロッパでは，顔料，染料（貝紫，インジゴ）および染色についての研究が始まる。染料

そのもの自体の研究の始まりは｝685年にシェンクが貝紫の研究をしたことであろう。その結果

として，顔料では青色顔料のプルシアンブルーの発明，新しい媒染剤（錫，クロム）の発見に

よる鮮かな発色，ローラー捺染法による染色の効率化などを挙げることができる。これまでヨ

ーロッパは染色に関しては周辺諸国からの受け入ればかりであったが，この時代から，世界へ

の貢献が始まったことになる。ヨーロッパにおけるユ7世紀，18世紀の染色法には大きな進歩が

認められるものの，従来の経験的方法の延長線上のものであることにはかわりがないといえる。

経験的方法による発展の限界に到達した。

　A．D．1800～A．D．19㎝年頃　一合成染料，ヨー1コッパで開花一

　メソポタミア・エジプトの化学技術がギリシャ・ローマに受け継がれ，さらにアラビアで温

められた後に，ヨーロッパで技術から科学へと脱皮するにおよんだ。この科学（近代化学）と

染色の融合がヨーロッパで起こったために，19世紀は「染料の時代」と言われるように天然染

料の化学構造の解明，さらに人工染料の合成へと発展していく。これの最も典型的な例として

アリザリン合成の成功である。日本では，インド藍の輸入に対抗するために，古来の蓼藍から

インジゴの抽出を試みていた（このことはすでにユ8世紀初めにフランスで，大青で試みたが失

敗している）が，ドイツではインジゴの合成を研究するという段階にあった。エ9世紀はヨーロ

ッパでもまだ75％は天然染料に依存していた。

　A．D．1900～A．D．舳0年頃　一天然，再生繊維のための染料合成一

　20世紀の初頭の頃から合成染料（例えばインジゴ）が，工業的規模で生産され，価格面で天

然染料よ’闊ﾀ価となり，一部の天然染料（ロッグウッド等）を除いて，天然染料の生産量は低

下した。1920年頃までに開発された合成染料は，「塩基性染料（1856年）」，「酸性染料（ユ859年）」，

「酸化染料（ユ863年）」，「媒染染料（ユ868年）」，「硫化染料（ユ873年）」，「建染染料（ユ878年）」，ギ直接染

料（！884年）」，「酸性媒染染料（ユ889年）」，「硫化建染染料（19u年）」，「ナフトール染料（1912年）」、「金

属錯塩染料（ユ9工5年）」の順であるが，いずれも天然繊維（綿，麻，絹，羊毛）と再生繊維（レ

ーヨン，キュプラ）を対象とするものであった。則ち基本的には染料分子を水溶性にして繊維

に染着させるものである。上言己の繊維の共通特性として親水性が生かされたからである。

　A．D．1920～A．D．舳O年頃　一新しい繊維には新しい染料一

　疎水性のアセテートが生産されるに及んで，従来のほとんどの天然染料および合成染料がこ

れに染着されないことがわかり，新しい染着機構による染着可能な染料の開発がなされた。こ

うして生まれた疎水性の「分散染料」は後に開発された合成繊維（ナイロン，ポリエステル，

アクリル）の染色に利用されるようになった。

　染着機構の研究が多いに進展し，染色の成書が出版された。その結果として，画期的染料と

して，化学反応によってセルロース繊維に染着する「反応染料」か生まれた。従来にない画期

的な合成染料出現の時代といえよう。

　A．D．1960～A・D．19m年頃　一染色廃液による公審の防止を工夫一

　染色の際に生ずる未染着の染料廃液による河川の汚染問題が重要視されるようになったのに

鑑み，染色廃液の処理法の改良とともに，染色方法の工夫がなされた。即ち，未染着の染料が

出ないように，完全染着が可能となるように繊維を改良すること，父ある種の染料（とくに分

散染料）の昇華性を利用する捺染法などが考えられるようになった。
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　A．D．1970～A．D．1980年頃　一染色の省エネルギー，省力化への工夫と染料の機能化一

　混紡等の複合素材の染色は単一素材に比べ，より多くのエネルギーと工数を必要とするので，

混紡の繊維製品だとえば，ポリエステル／綿混紡品を一浴で簡単に染色できる反応染料の開発，

又ポリエステル／綿を一つの染料で染色できるような分散染料の開発等の研究がさかんになっ

たのは省エネルギー，省力化の必要性によるものである。

　カチオン染料のすぐれた特性（発色性，抗ピル性，低温染色性）を生かせるように繊維自体

をカチオン染料可染のために改質するという工夫がなされるようになった。すなわち，繊維のた

めに染料を新しく開発するだけでなく，染料のために繊維を改質するという方向も考えられる

ようになった。

　新素材の繊維（天然ライク）が登場するにおよんで，単に布の着色だけでなく，素材のよさ

を生かした風合いを見出すべく努力がされている。

　1970年までは「繊維あっての染料」という長い時代が続いたが，高度先端技術時代の到来と

ともに，染料が光→電気エネルギー変換のための素材（増感剤），有機半導体，有機超電導体，

有機電池，記録材料，画像処理等の方面で多くは染料の有機薄膜の機能性分子集合体の形で利

用され，さらに計算回路におけるスイッチインク機構の一つとしての分子素予として利用する

ことも考えられている。

3．2．純粋化学の進歩と染料

　19世紀は化学史のなかでは「染料の時代」と呼ばれているが，これは純粋化学の基礎ができ

あがりつつある時に，それが期せずして染料の研究に応用されて，多くの成果が得られたから

であると考えることができる。天然染料の菌根を昇華して純度のよい色素アりサリンを結晶として

とり出した（ロビケー，182も年）。これが元素分析された。さらにその後ベンゼン環の構造が決

定されたこと（ケクレ，！865年）から，アリザリンの構造が速かに決定（グレーべ，1）一バマン，

ユ868年）された。構造が決定されると翌年にはアリザリン合成に成功している。一方もう一つの

重要な天然染料の藍については，合成が成功（バイヤー，1878年）してから後に，1883年に藍の

成分であるインジゴの化学構造が解明された。現在，天然染料の成分の化学構造は，数多く解

明されてはいるが，衣料用染料として利用するために合成されているのは，前掲のアリザリン

とインジゴだけである。しかしこの方法論即ち，天然物の中の有効成分を抽出し，単離，化学

構造の解明，さらに人工合成へ進むという道は，生薬の有効成分の合成に応用されて医学の分

野で成果をあげている。衣料用染料の発色理論と染着機構の解明によって，必要とする染料は，

天然物からの単離とその合成をとらずに，自然には存在しないものの合成で十分まかなうこと

ができるようになった。

　生薬の成分の解明とその合成は今日さかんに研究されている。食用色素についても，生薬の

場合と同様に，天然食用色素の解明とその合成によって，容易に入手利用できる酉己慮が必要で

あろうと考える。即ち天然に存在しないタール色素の利用を控えることができるからである。

3．3．染料と医薬品の歴史的相関関係

　人類は先史時代から，色鮮なものに病を癒す力が宿るものと直観的にとらえ，色彩を帯びた

自然物やあるいは自然物を何らかの操作によって色を生ずる物の中から医薬品となるものを模

索し，長くかつ厳しい経験から有益なものを見い出した。又逆に医薬品として利用するものの
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中から身体塗色をしたり，衣類に染めて，それを身にまとうことにより，自己の無病息災を望

み，他への威嚇の表現としたのかもしれない。たぶんこのような人間の発想から，医薬品の発

見が染料を生み出し，染料の発見が医薬品を生むという歴史が展開されたと考えられる。この

ような歴史の流れから世界で見い出された代表的な天然染料を表1に示す。表は上から歴史的

に古いものの順に配列している。表には染料の種類，色，染色方法，また生薬としての薬理効

果，さらに食用色素としての利用，その他が記載されている。

　天然染料が生薬として利用され，又生薬が天然染料として利用されたことは前述のとおりで

ある。この関係は自然界における人の経験上のことにとどまらず，近代化学や近代の医化学の

分野にもみられる。18世紀後半から水素，窒素，酸素の元素が発見され，つづいてユ9世紀前半

にリービッヒによって，有機物の中の元素の分析法が確立された。この問にマラリヤ疾患の特

効薬であるキナ皮からその有効成分であるキニーネが抽出され（ベレチエ，ユ791年），後に分析

された結果，C。。H別N．02であることがわかった。一方，インジゴ（藍の色素成分）の研究か

ら，アニリンが発見され，アニリン類似物質のアリル・トルイジン（C1．H、。N）からキニーネ

の合成をパーキンによって試みられた。キニーネはできなかったが，その際に偶然に歴史上最初

の紫色の合成染料（モーブ）カ鳴られた。この後アニりンを出発として多くの合成染料（アニリン染料）

が続々と作られた。このアニリン染料を使って，バクテリアの薄膜標本を選択的に着色する方法で結核

菌が発見された（コッホ，工877年）。染料の染港には高度の選択性があるので，生体の組織につ

いても有機染料がある種の生体細胞によって吸収され，ある種のものは吸収されないなら，竜

一1生の化合物がある寄生微生物に吸収されて微生物を殺すが，その微生物の感染を受けている宿主には

吸収されないようにすることが一可能であろうという考え方から，多数の化合物の中から，スピロヘータ

の感染による病気にきくサルバルサンの合成に成功した（工一ルリッヒ，秦，ユ909年）。これは最

初の化学療法剤である。サルバルサンの化学構造は砒素を含んでいるが，アゾ染料の分子構

造と似ており黄色である。以上のように，天然染料の研究から得られたものから，医薬品の合

成を試み，その際に合成染料が見い出され，さらに合成染料の染着1生の研究から細菌の発見，ある

いは医薬品の合成がされたことからも，天然物であれ，合成物であれ医薬品と染料は相互的に

発展をしてきた歴史をみることができる。さらに染色学と薬理学の関係にみられる現象におい

ても歴史的関係を見出すことができる。

3．4．天然の染料，生薬および食用色素と合成物のそれとの比較

　天然染料の特長として挙げると，1）染料の中に，色素成分のほかに種々の不純物のために

くす味のある色，すなわち深味のある落着いた，質感，量感のある色が現われる。2）採集栽

培した染料を使うまでに加工を必要とし，染料含有物から染料を取り出す操作に手間がかかる。

3）染色工程が複雑で，経験と熟練を必要とする。4）天然繊維の染色しかできない。一方合

成染料は次のような特長を示す。⊥）単一色素で様々な色（色相，彩度，明度）を出すことが

できる。2）染料の種類が豊富であるので，天然繊維，合成繊維の染色ができる。3）大量生

産ができ，安価である。4）染料に応じて染色方法が確立されている。

　つぎに天然の食用着色料の特長を述べると，1）食品衛生上安全が高い。2）栄養的あるい

は薬理的効果をもつものがある。3）色が自然であくどさがない。4）來雑物を含むとき，特

有の香味をもつことがある。一方合成の着色料の特長は，1）天然物より品質が一定して，槌

せない。2）色素相互の酉己合が容易で，好みの色をつけやすい。3）価格が低い。
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　さらに生薬の特長を述べる。1）効果が確実である。すなわち主成分を単離してもそれだけ

で薬効があるわけではない。2）一般的にその作用がゆるやかで，持続的である。3）副作用

が少なく，また有効成分のゆきすぎた作用で，体に悪影響を与えない。4）虫害にかかったり，

変質しやすいため貯蔵が面倒であ・る。合成医薬品の特長として次のように挙げられる。ユ）有

効成分が一定しており，常に一定の効果が得られる。2）有効成分および薬理作用のメカニズ

ムが明らかである。3）副作用についての十分な配慮が必要である。

　染料，医薬品，食用色素についてまとめると，天然物の共通特性として，複合効果によって

色はくすんでおり，作用はおだやかで，人体に対しては比較的安全性が高い。

　一方，合成物は成分は単一であるので，色は鮮やかであり，作用は特徴的であり，人体に対

しては副作用に注意を払う必要がある。

　天然物，合成物の特徴を知り，目的によって使い分けたり，組み合せて利用することが大切

であろう。

結　　　　　　　言

　綿，麻，羊毛絹の天然繊維に色どりを備えたのはいうまでもなく天然染料である。繊維は

4種類しかないが，天然染料は年表2でみられるように，多数みつかっている。この繊維と染

料の組み合わせの豊富さが，「衣文化」を高度に発達せしめた基本的要因の一つとみることが

できるであろう。天然染料は19世紀までの色彩文化に決定自勺役割を果した。

　スペインの羊毛（メリノ）や中国の絹のように特に秘密にされて，国外へ原種の輸出を禁じ

られたが，染料にはとくにそのような事実はなかったようである。したがってメソポタミア産

のサフラン，ザクロ，エジプト産の紅花，インド産の茜，藍，新大陸のコチニールとロッグウ

ッドは海，陸を通じて容易に世界中に伝播していった。染料は医薬品でもあったので，このこ

とは人類にとっては好ましいことでもあった。絹や木綿のように戦略物資となることもなかっ

たようである。

　天然染料の多くは植物染料であるが，動物性繊維である羊毛・絹に対しですぐ・れた染着性を

もたらすために，古代人は媒染斉I」（金属塩）を利用することを見い出したことは，経験上といえ

ども偉大なことであった。この染着原理，発色理論は近代化学の量子化学の発達によって始め

て解釈できるようになった。

　繊維の場合は人工繊維の製造を意図的に研究されたが，染料の場合は，天然染料の「貝紫」

や「インジゴ」の研究から誘導的に「ザクセン青」や「ザクセン緑」，あるいは「ピクリン酸」

が得られたのみで，意図的に染料合成を行うということはなかったが，「モーブ」の偶然の発明

から急速に染料合成の研究が進んだ。

　繊維の研究は，イギリスのフックによって1664年に，蚕の吐く絹糸の観察から始まったとい

えよう。天然染料の研究は，シェンクによってほぼ同じ時代の1685年に、貝紫の研究に始まる

といえる。両方とも動物の生産物があることが共通しており，ヨーロッパ人は植物よりも動物

に関心を示したものと思われる。これは多分動物の産物は，人間の手で作ることができるとい

う意識が働いたものと思われる。

　現代において天然繊維（綿・麻・絹・羊毛）は人工繊維と同等又はそれ以上に利用度の高い

繊維であり，その重要性はかわらない。一方天然染料は合成染料の出現により染料としての一

般的な利用度は大きく低下した。これは染料としての性質（発色，堅ろう性）が合成染料より
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も劣るということではなく，経済的なことが大きな原因である。さらに一般人の色彩感の変化

も見逃すことができない。

染料は人問の文化の面と健康の面とさらに産業用新素材として多面的に貢献してきた。

表1　主な天然染料と生薬との関連およびその他の利用

染料としての利用 生薬としての利用
その他の
?@　用

動植物名
最初の利用地 最初の

?p年代
利用部分 色素成分 主なる染め色 染色法及ぴ憧質 有効部分 薬理効果

紅　　花 エジプト B．C．3000 花 カルタミン 紅，黄 直接，媒染 花・実 浄血・動賑蹴 食用色素

インド茜 イン　ド B1C．2500 根
アリザリン

vルプリン
澄，赤 媒染 根 浄血・止血 食用色素

ウエルド ヨーロッパ B．C．2500 植物金体 ルテオリン 黄

インド藍 インド B．C．2300 薬 インジゴ 紺 建　染 葉
下熱，消炎

�@　毒
食用色素
ﾖ除け？

サフラン メソポタミア B．C．2300 花　　柱 クロシン 黄 直　接 花柱
鎮痛，風邪

宙ﾝ，発汗
食用色素

F香剤
ザクロ メソポタミア B．C，2300 果　　皮 ザクロタンニン 黄，黒 媒　染 幹・枝

条鰯除，扁
国B，下痢止

食用（実）

iグェン酸）

、つこん メソポタミア B．C．2300 根　　茎 グルタミン 黄 直　接 根　茎 止血，強肝 食用色素

没食・子 メソポタミア B．C．2000
　　　土一・
v食子蜂の虫綾 タンニン酸 黒，茶 媒染 蜂の虫痩 止痂，下痢止

目　　　些’　、　　　　　　　　’’、

地中海 B．C．1600 貝のパプル強
ジブロム
Cンジゴ

紫 建染

地衣類 地中海 B．C．1600 植物全体
一1」トマス・オ肋イ

刀Eオ’ルノール
紫 直接・媒染 食用色素

ケルメス メソポタミア B．C．1300 貝殻虫 ケルメス酸 赤 媒染 食用色素

黄　　藁 中　　国 B．C．500 樹皮・葉 ベノバ■」ン 黄，茶 塩基性 樹皮
健胃，火傷

ｮ腸
防　　虫

紫　　草 中　　国 B．C．500 根 シコニン 紫 媒染，油溶性 根
解熱，解毒

?A，火傷

くちなし 中　　国 BlC．500 実 クロセチン 黄 直接，媒染 果　実
消炎，鎮痛

~血，利尿
食用色素

刈　　安 中　　国 B．C．300 材 ルテオリン 黄 媒染

蘇　　芳
南方地域→中国

B．C．200 樹　　幹 ブラジリン 赤，紫赤 媒染 芯　材 下痢，嘔吐 食用色素

アルカンナ 地中海 B．C．50 根 アルカンニン 赤 油溶性 生物騒織染色

ラ・ニク
i琴鉱〕（えんじ

インド→地中海 A．D1且OO 貝殻虫の分脇 ラッカイン酸 赤，紫，えんじ色 媒　染 分泌物
錠剤等のコーティング

カリロク
iミロパラン）

インド→中国 A．D．300 実 タンニン酸

泣`ン

黄黄

媒染

}染

果　実

@蕾

健胃，収れん

ｺ痢，腹痛止

福黷�h
~　　菰

植えんじ1巾

中　　国 A．D．500 花の蕾

阿仙　薬
Pビンロウジュ
iカテキュ〕

イン　ド
冝@　本

A．D．700 枝・葉・実
カテキン，アセ

塔сNタンニン
茶 媒染 種　子

健胃，消化，

?氏C収れん
防腐剤
ｦの増量

丁　　字
マラッカ→ヨーロッバ・中国

A．D．1OOO 丁の木の蕾 不　　明 茶 媒染、直接 蕾 健胃，駆鯛 香辛料

コチニール
メキシコ→

?[ロッパ
A．D．1500 貝殻虫の雌 カルミン酸 赤，紫 媒染 食用色素

ロッグウッド
南アメリカ→

?[ロッパ
A．D．1600 材 ヘマトキシりン 紫，黒 媒　染 生物組織染色
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染料・顔料の歴史年表1

時　　代

1日石器時代
　約100万年

　～約20万年前

中期旧石器時代

　約20万年

　～約8万年前

・後期旧石器時代

　約8万年

　～約！万年前

中石器時代
　約1万年

　一約7千年前

・新石器時代

　約7千年
　～約5千年前

　　　　　　　　　歴　　　　史　　　　的　　　　事　　　　構

　人手をもって着色したと見られる物の遺物としては，現在発見せられている最古のも

のは，この期の初頭のシュレアン（Che11ean）期の遣物の中にある。色をつけた石であ

る。何色であるかは分明しないが，装飾用と見なされている。これは凡そ50万年前に当

り，その頃の人類は未だ原人であった。

　中期旧石器時代にはベンガラまたは赤鉄鉱といった絵具，色のしみついたパレット，

絵具類を容れた庭科の動物の管骨などの骨の筒などの資料が幸い残存していて，身体塗

色の風習を想起させる。ネアンデルタール人の遺物として各所に赤色の顔料が発見され

ている。イラク北部のシャニダール洞窟の調査（1960年）によると，埋葬されていた人

骨のまわりの土を分析したところ，大量の花粉化石が検出され，ヤグルマソウ，ノコギ

りソウ，ムスカリなどの8種類で，あざやかな花を咲かせる野草で，現在でも薬草とし

て用いられている。ネアンデルタール人が埋葬に花をそえていたことは，旧人の優れた

精神活動の証拠である。

　スペイン（アルタミラ）やフランス（ラスコー）では，2～3万年前の洞窟堅固が発

見されている。描かれた洞窟画には色彩が使われている。クロマニヨン人は，自然の岩

肌に対して，できるだけ明確に識別できるような顔料を自然のなかから選んでいる。主

として鉄分やマンガンなどを多く含んだ赤土や黄土，植物や動物の骨を焼いてつくった

炭などが使われている。これらの顔料は現在でも絵具として主要なものである。又描い

た絵をより永い期間保持するための固定剤として動物の血液や脂肪，骨髄などが使われ

ていたといわれる。クロマニヨン人は死者を埋葬するのに，死者の全部または」部に赤

色の顔料（紅柄（ベンガラ），酸化第二鉄）をふりかける習慣があり，その例は非常に

多い。このベンガラの跡は骨や付近1こ置かれた物の上から検出されている。’ ?曹ﾌ用口

唐山頂洞でも，ベンガラがみられる。未開人の間では赤い絵具は血と同等に見たてら札

赤い絵具は生命とカを付与するものと考えられ，死者に用いられている。南洋諸島など

の未開の土着民は，現在も身体を顔料で着色する習慣があることから古代人も同様に，

身体を直接顔料で蒲色したと推定してよいであろう。人類が衣服類を身にまとったのは

氷河時代以降と考えられるから，衣服類の着色も，同時代ころから行われるようになっ

たであろう。しかしこの証拠となるものはない。

　中珊器時代で，住居跡に、地面の上にベンガラと混ぜた砂を一面にまいたり，死体に

ベンガラが塗られていることが多く，絵具のついた播皿などが高機晶にみられる。フラ

ンスのマース・タジル洞窟のアジュりアン期の地層から，号1綱用の彩色した石の鐘や，

赤い色のついた人骨がある。

　南米チリ北部のアリカ市で泄堺最古（約8000年前〕のインカ族と思われる約100体の

ミイラが発見（1985年）され，ミイラの体は黒や赤で彩られ，その上を布で包まれてい

ることがわかった。

　人問が初めて色を使用して洞窟の壁画の動物を着色したのは，1万年以上も前である

ので，被服類もあるいは赤い土や黄色の土で着色したことが推定される。しかしそのよ

うな遺物は見い出されていない。原始時代の人々は自然の災害や病気，飢えを未然に防

ぐために神の心を和らげ，悪魔や霊魂のたたりから逃れたり，外敵に打ち勝つための呪

いの一つとして，色土や花や果実などで身体を彩り，被服の着色にも使用したと思われ

る。原始的な摺染の染色はこのようにして始まったと考えられる。また身にふれ，口に

したいろいろの自然物から偶然に薬という観念を意識していった。薬として知られ神秘

性のあるものの色を染色に利用したり，即ち木や草の煮出し汁で美しい色を持っている

ものが染色に用いられ，浸染の発見となって，各種の媒染剤で発色する媒染染料の染色

の発見へと進んでいくのである。いろいろの経験の集積によって染料資源の中から薬と

して応用されるもののあることも発見された。こうして，染料と天然薬物（生薬）の間に

は多くの共通のものがあり，その起源がいずれが先かは容易に論じられないところである。
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染料・顔料の歴史年表2（そのユ）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメりかオーストラ■」ア エジプト・メソポタ＝ア・イバ等 中国・インドネシア・日本

B．C．4000 ・4000　シュメールの 日本，縄文時代前期

最大都市のニップー （B．C．4500年頃）

ルから発掘された粘 の福井県鳥浜貝塚か

土板のうち，全体の ら朱色の漆を塗った

6分のユに近いもの 櫛が出土している。

は，羊毛と次月農の記

録である。漂白，紡

績，染色，織物の技

術はすでに，紀元前

4000年以前に，メソ

ポタミア人によって

発達した。

・4000山ユ300　エジブ

トで，上まぶたを方

＾＾＾rL一．［日　ノ　，一＾n　　　†鉛鉱て黒く塗り，下

のほうはくじゃく石

（塩基性炭酸銅）で

緑色に塗るという習

慣がつづいていた。

くじゃく石は前5000

年期の墳墓からみつ

かっており，方鉛鉱

はバダリ期の前4000

期初期にみつかって

いる。化粧品として

使われた顔料を人び

とが，青色や緑色を

さがしているうちに、

鉱石のなかに少量の

金属銅をみつけた可

能性が大きい。鍋の

精練法の発見は，く

じゃく石から得られ

た緑色の顔料の塩基

性炭酸銅を強い木炭

火で熱すると，金属

銅がえられることに

よると考えることも

できる。

B，C．4000

・4000年頃　エジプト

で画家のパレットの

中に，密陀僧（黄色
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その2）

年　代 新　犬　1室
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央ア刈カ・オーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．4000 の一酸化鉛〕が見い

出されている。

・3500ごろ，日本，縄

・3500　シリア出土の 文式時代前期，東釧

彩色黒器に使われ代 路貝塚で，ベンガラ

結石（赤鉄鉱）は， （酸化第二鉄）が見

図案をほどこすため い出されている。

で，その色は淡黄色 日本の石器時代には

又は白色の表面につ 赤色以外の顔料が用

よい対照を与えた。 いられた証跡はない。

B．C．3000 ・3000ごろ　染料使わ 中国黄河流に灰陶・

れだす。赤，黄，青 彩陶の新石器文化。

などが知られている。

シュメール（メソポ

ダミア）のニップー

ルの粘土板には，染

色，漂白の技術の記

録がある。直接染料

と建染染料，さらに

媒染染料を用いた。

・3000最古のシュメ

一ル時代から，紫色

は知られていた。

シュメール人は媒染

斉一jとして明ばんど硫

酸鉄を純粋な形で手

に入れていた。

・3000ごろ　エジプト

のピラミッド内の壁

画に彩色がみられる。

色は，青や緑，黄，

白などの，対比効果

の強い色がつられ，

7～12色くらいの色

が用意されたといわ

れる。当時すでに鮮

やかな青や緑が，石

灰と鍋粉などを使っ

B．C．3000 て合成された。黒（炭
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日ヨ　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その3）

年代
新　犬　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央了メ■！カ・オーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．3000 素など），榿・赤（酸

化鉄など），黄（含水

酸化鉄など），緑（孔

雀石など），青（藍銅

粉など），白（石灰な

ど）が色材である。

・3000ごろ　現在知ら ・2780ごろ　中国では

れている最も古い染 伝説によると，神農

色品はエジプトのビ 代炎帝が百草を嘗め

ラミッドから発見さ て医薬を区別したと

れたミイラの藍色染 いわれる。

色の着物である。

・2650エジプト優・

B．C．2500

B．C．2500

・B．C．2500　スイスの

杭上住居跡からは，

亜麻布とともにモク

セイソウ科のウエル

　ド（黄）が発見され，

織布の発明とほぼ同

時代に草染めが行わ

れていたと推定され

ている。

薬学が繁栄。

B．C．2500以前から，

エジプトでIは紅花が

黄色の染料として摺

染・浸染で使用され

ていた。このことは

ミイラをつつんでい

る黄色の亜麻布の化

学分析によって確め

られた。

ベニバナの名称は，

黄色を意味するオり

エントの語根からき

ている。

・2500　エジプトのミ

イラの蒲ている麻は

藍色の染色がなされ

ていた。

・2500　インド古代文

明の遺騎モヘンジョ・

ダロからは，アカネ

で染めた綿の布二片

　（銅器に付着）が出

土した。六葉茜（西洋

茜〕はインドを原産

とする。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その4）

年　代 新　犬　陸
ヨrロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリかオーストラリア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中鰯・インドネシア・日本

B．C．2300 ・2300　ペルシアのア ・2200ごろ　中国，仰

ッカドの粘土板に黄 詔期，彩色土器珊っ

色染料としてサフラ れる。

ンの茎があげられて

いる。

・2300　古代アッカド

の粘土版には，「ザ

クロの皮」は染色に

有効であると書かれ

ている。タンニンは

ザクロの皮，樹皮，

根に多くふくまれて

いる。

・2300　アッカドの粘

土版では，炭酸テト

リウムとウコンの使

用がのべられ，ずば

らしい黄色が得られ

るとある。又染物屋

の使用を示す赤い羊

毛，黒い羊毛，明察，

ソーダが述べられて

いる。

・2ユOOごろ　捺染の形 ・2ユOO年ごろ，中国で

跡あり（中国，イン 捺染の形跡がある。

ド，エジプト）

B．C．2COO ・2000　メソポタミア

のアマル・シンから

発掘された粘土板に

よれば，羊毛はしば

じは赤色に染められ

た。

・2000　メソポタミア

で，青色（紫）羊毛

（ウカートゥム）と

赤色（紫）羊毛（タ

パルトウム）が知ら

れていた。

・2000　いろいろな商

B．C．2000 品目録にはイトスギ
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その5）

年代
新　犬　隆

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメリカ・才一ストラ1」ア エジプト・メソポタ＝ア・4ンド等 中国・インドネシア・日本

B．C．2000 （タンニンが得られ

る），没食子をふく

んでいる。

2000頃　中近東，工

チオピアで，紅花が

薬用，染料として栽

培されていた。紅花

の野生種は世界中で

もみつかっていない。

2000頃　アイがエゾ

ブトで栽培された記

録がある。（ナンバ

ソアイ）

・2000ごろ，エジプト

にインドからインド

藍（小青）が渡り栽

培されたという記録

がある。藍の中では

一番沓い言張である。

　したがって，インド

でのインド藍は紀元

前200C年をこえる。

・2000ごろ，エジプト

では，アマおよび皮

革の染色はたんに個

人的な職人の仕事ば

かりでなく，神殿工

業の一環としておこ

なわれ，神々と神官

たちの神聖な衣服は，

それぞれさだめられ

た色調と模様とで染

められた。

〃Kり中」卦｛椚＝征俗用牛

するという処理法が

行なわれていた。

B．C．2000

古代ギリシアでは地

衣類による染色がお

こなわれていた。

エジプトの亜麻布の

染色は藍・赤（西洋

茜〕，ヘンナ染料，紅

1700ごろ　中国で黒

灰と油で物を黒く着

色する黒陶の装飾生

まれる。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2／その6）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央ア川カ・オーストラ1〕ア エジプト・メソボタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．2000 花など）である。黒色

系統では煤と木炭な

1600ごろ，ポルック とである。緑色・黄

ス（ギリシャ史家） 色・褐色については，

によれば，ティリア はっきりしないが，

ンパープル（紫貝に 青，赤，黒の染料を

よる古代紫）は，す 混合して得られたと

でにクレタ島にあっ もいわれる。

たと思われる。これ

が，エーゲ海方面， 前2000年頃のテーべ

キプロス島，テュロ の墳墓に貯えられて

ス，エジプト方I廊に いた，ベニバナの種

次第に伝播していっ 子は植物油を製造す

たものと考えられて るために用いられて

いる。 いた。

貝紫の生産，取引を

独占したのは，フェ 1800　メソポタミア

ニキア人で，その中 医・薬学が繁栄。

心はテュロス，シト

ンであったので，紫 1570　エジプト第18

貝による染料を，フ ］三．朝のテーべの壁画

エニキア紫，ディリ の顔料のなかには雄

アン・パープル（テ 黄（I天然硫化砒素）

エロス十紫貝を意■味 があった。エジプト

するパープル）とよ には産しないので，

ばれた。主に羊毛に ペルシア，アルメニ

染められたが，埜麻 ア，小アジアから輸

布にも応用された。 久していた。

貝は浅海に棲み，斧

のようなもので側面 1500　テーべのケナ

一力所を打ち割り， ムンの墓で発見され

貝殼を開き，一頃部に た壁画に描かれた貿

ほど近いところにあ 易品のなかに紫の布

る月工門の包嚢，分泌 がみられる。

腺を採取するもので1

液汁は最初は白色を 1500　エジプトの墓 大森の貝塚に、テイ

呈し，太陽に照らさ で，紅花の果実が発 ル紫，またチリアン

れてのち次第に黄色 見きれている。 紫と称される同種の

となり，ついでヴァ ものが発見されてい

イオレットとなる。 ることから，日本に

シドンには染料．工場 工500　インドにはク おいて貝紫による染

と思われる遺跡が発 スンバ，カマロッタ 色があった可能性も

見きれ，紫貝の巨大 ラといラサンスグリ 考えられるが，文献

な層が発掘されてい ット語があるから， には一切貝紫に関す

B，C．1500
る。 ベニバナがこの頃の る事はない。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その7）

年　代 新　大　陸
ヨー1コッパ 西アジア 東アジア

靴中央アメミ1かオーストラリア エジプト・メソポタミア・イバ等 中国・インドネシア・日本

B．C．1500 インドで栽培されて

いたことは確実であ

る。

・1500，エジプトの墳

墓のなかに黄色染料

サフランが見出され

る。又ザクロの皮を

すりつぶし，それを

水で抽出してつくっ

た黄色染料が見出さ

れる。前王500ごろま

てには縞のある赤，

黄，緑の布がふるく

からあったことがわ

かる。

B．C．1500 15C0　ギりシャにお ・ユ500　エジプトの墓 ・1500頃，中国，般代

いてサフランが薬用 に，赤色の硫化水銀 に，朱（硫化水銀）

として利用され，パ である朱が顔料とし が使われていた。

ピルスにその処方を て見いだされている。

記したものが遺され 他に灌青醐ヒマグネ

ている。 シウム自鉛カ湯られる。

1500頃のテーべで発

見きれた「工ヘルス

のパピルス」には，

ザクロの皮とサフラ

ンのことが見られる。

・ユ500山ユ100　ギリシ 動物性，鉱物性，植

ヤのミケネ人はエゾ 物性の薬品700種が，

ブト人よりもすぐれ 収載されている。

た織りや刺しゅうの

技術を知っていたと ユ300　メソポタミア 1300黄河文明の医・

いわれ，経錘機が用 のヌジの粘土板には， 薬学が繁栄する。

いられていた。色彩 羊毛をむしりとる前

は黄，櫨，赤，茶， やメ■」りとる前に染色

黒，グレー，インデ （赤色）することが
■＿1　　　，一 」」H　　　　．、　　　　　，　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　’

B．C．ユ300

イ」，　］一く，申峠’ユー

とが用いられた。

記されている。

1300　ラス＝シャム

ラ（ウガリト）出土

の裸形文字の公文書

に，テュルス・シド

ンの名が見える。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その8）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南榊央ア川カ・トストラり了 エジプト・メソポタ…ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C，1300 ユ300　ヌジの粘土板

12CO頃，南米ペルー 120Cごろ　トロイア には，虫からとった

の砂漠の遺跡から発 文明の頃，サフラン 赤色染料・エンジ虫

掘された木綿布は貝 染色（黄色〕が行わ （Kemesはアラビ

紫染の遺品の中で世 れていた。ギリシャ ア語のキルミスから

界最古のものである。 神話の中にサフラン きた）はメソポタミ

のことが載せられて ア人に知られた重要

いる。 な染料である。

シリアのテュロス， エンジムシ＝カシは，

シドンは紫貝（ティ 前uOO年頃テイグラ

リアンパープル）に トニビレセルI世に

よって栄えた。この よって，アッシリア

両地方が古代西アジ にもちこまれた。

アの毛織物の主産地

であった。（ラス・シ 紀元前11世紀頃，ざ

ヤムラ出土の一書板） くろをペルシア地方

で染色に用いたとい

・古代フェニキア人は う記録がある。ペル

地衣類を下染し，そ シアからシりア，工

の」二に貝紫で染色に ジプト，ギりシャ，

染めたAD．工26年以後 ローマヘ伝わったと

は地衣類のみで染色 思われる。

した。

11ooごろ，ケルメス 中国「書経」の貢の

が，原産地であるイ ところに，買物と

ラン南都から，ける して色土のことを記

めすがしが出ととも して，それを黒土，

に地中海沿岸に移植 白土，赤土，青企及

された。中世，新大 び黄土の五色として

陸よりコチニールが いる。

輸入されるまで盛ん

に用いられた。
l　　l　　一 一　　’　　一　　’　　一　　1　　1　　一　　一　　一　　一　　’　　’　　■　　■　　■ I　l　－　1　一　’　1　一　■　■　1　一　■　■　一　I　’　一　一　’　’　1　－　1一　’一　一　I　一 一　　I　　一　　・　　．　　1　　一

B．C．1000 1000頃　南アメリカ 1000頃エジプトでは 日本，縄文後・晩期

のペルーのプレ］イ 1日約聖書には，聖壇 紅花が紅色の染料と に，朱（硫化水銀）

ソカの発掘される遺 を飾る場合には，「紫 して使用されていた。 を土器に塗彩した。

品の染織のなかに貝 の布をその壇に打ち 日本，縄文後期には，

紫で染められたもの かけ」と記している。 1000　メソポタミア トチの実を食用にす

がいくつか発見され の染色技術は，「ユダ るために，含まれて

ている。 ヤ律法」によれば， いるタンニン，サボ

「染色の前に，羊毛 ニン，アロインを除

をまずぬかの煎じ汁 くために，灰汁を使

のなかにつけ，つぎ って，恢あわせ」と

にそれを鍋のかまの よばれる技術が習得

なかに入れ，染料と されていたとみなさ
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その9）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメりかオーストラリア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．工000 粉末にした乾いた材 れる。

料（媒染剤？）をい

・850　ホメロスの叙 っしょに静かに熱す

事詩「イリアス」に， る。かきまわして，

サフラン色（黄色） つぎに水をその中に

の衣裳の記述がある。 そぞく，しばらくし

て，羊毛を大樋から

出して，水洗，乾燥

させる」。

・850　ホメロスの二

大叙事詩イリアスお ・800　パレスチナの

よびオデュッセイア テル・ベイト．ミル

の中には，美しい色 シムで発掘された染

彩の形容にギ紫」の 料工場跡で，石灰の

語が随所に用いられ 入ったつぼが発見さ

B．C．7C0

ている。例一紫紅の

布」，「海の紫で染め

た糸をつむぐ」，「紫

に輝やく牛の皮」等

れたがこれと1司じ

に，「少しグレーがか

った灰」の入った別

のっぼの灰はおそら

くカリであろう。イ

ンジゴは同じ部屋で

発見された大樋のな

かで，処理されなか

ったという事実から，

これが藍の染料工場

であったとはきめに

くい。

・720　アツシりアの

プリズムの断片には，

バイオレット紫や赤

紫に染めた羊毛が述

べられている。

・7ユ4サルゴン2世

が，ウラルトゥ（ア

ララト）を侵略した

タ1、ゴ旦十・淵去1■巨（ナー

かには「アララトと

ケルキの赤い原料」

があった。おそらく

この種の染料は，ペ

ルシアやインダス川

流域でつくられたの

であろう。

300



繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その1O）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリかオース…ラりア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．700 ・700　イスラエルの

大予言者エゼキエル

を語る「エゼキエル

書」に紫の衣があら

われる。

ローマでウールの染

色美始まる。 ・エジプトにバビロニ

アから羊毛織物が輸

入されて，褐色，淡

紅色，空色などが現

われた。

・ペルシアでは，紫色

は最高の色として権

力者に利用された。

B．C．500 ・500　南ロシア（古 中国「周礼」に「染

代ギリシアのオ甑地） 人」の頂があり締や

で帝王紫染の断片発 串を染たりしたこと

掘。 が記されている。ア

イ，アカネ，力りヤ

ス，クチナシ，キバ

ダ等が知られていた。

これらが絹の染色に

使われたとみられる。

キハダは，天然染料

の中で，唯一の塩基

性染料である。

中国「詩経」緑の蒲

物に黄色の裏をつけ

・492～347 たことが残っている。

エンペドクレス，色 黒染，赤染の着物の

彩論。 こと，藍のメ■」取りに

ついても記されてい

・460～360 る。すでにアイ，ア

デモクリトス，色彩 カネ，ムラサキ，ク

論。 チナシ，キハダ，力

リヤスなどいろいろ

な染料植物が古くか

B．C．400 ・460頃，ギーjシャ，ヒ ら知られ，絹の染色

ポクラテスの頃に， に使われたと想像さ

没食子とざくろの記 れる。

録がみられる。

・479「論語」に紅衣（茜
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その11）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメりカ・オーストラリア エジプト・メソボタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．40C 染）及び紫衣のこと

が明らかにされてい

る。

・420　ヘロドトスは

ターりアの巻に「王

（エチオピア）は紫

泡を取りて，その何

たるやいかにして作

れるやと間ひイクチ

ヨファギ人紫料の来

由を説き，その染料

を語りしに……」，又

「エジプト観光の徒

け→十工7　‘ゼllこ。』、

のシロソンあり・・・…

身に紅抱を被てメム

フイス府中を来往す」

という，テュロス紫

の記述がある。

・ヘロドトスやヒポク

ラテスの文献による

と紀元前4～5世紀，

ギりシャやローマで

もいろいろの染色が

行われていた。

・ギりシャ古典期に用

いられた色彩は，黄，

インディゴ，緑，紫，

暗赤，暗紫，黒など

あったが，黄色（サ

フラン）は女子服の

み用いられ，チュロ

ス紫は最も貴重な色

とされていた。

B．C．400
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その12）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメりカ・オーストラ■1ア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．400 中国春秋時代，郊祭

・400頃　クセノフォン のときには，季節に

がキュロスの叛乱を よって青，朱，黄，

記した「アナバシス」 自、黒の五時の服色

に帝王紫の記事があ が定められていた。

る。

・400　ギリシアの医 中国周末の戦国時代

ギリシャの歴史家・ 師クテアシスがイン （紀元前402～22ユ）

医師，クテアシスは ドの鮮かな，花模様 から他の文化ととも

インドからのエンジ （藍等による）の綿 に染織工芸も急激に

ムシの輸入を記述し 織物がペルシア婦人 発達した。その時代

ている。 の垂灘の的であると から漢代にかけての

書いている。 神仙思想による本草

・372～288　ギリシヤ 研究が大きな影響を

テオフラテス（生薬 与えたようである。

学の父），アレクサン 自然界の動植鉱物か

ドロス大王の軍隊に ら不老不死の薬物を

加わって経験したこ 探究する方士たちの

とから薬用植物のリ 実験の問に，薬物以

ストを作った。 外のさまざまな知識

が生み出された。多

・361　プラトンの工 くの染料植物の発見，

ウチヒロン，リシス 染液の調整法や媒染，

に染色の記述があり 絞り染めの発達もそ

色彩論をのべている。 の結果とみられる。

中国「爾雅」によれ

ば茜は赤染に，紫草

が紫色に用いられ，

ボーロス著の「エノ 青，紺は藍染，黄は

ク書」（総合的な化学 楯子染，黄襲染，黄

的，技術的知識を総 蓮染，刈安染も知ら

括している。オリエ れていた。

ソトと西洋，ギリシ 中国　漢代の鉱物染

ヤ資料と非ギリシャ 料として朱（硫化水

資料とを合流させた 銀），絹雲丹の粉末

ヘレニズム初期の見 （白色），硫化鉛（銀

解を表わしたもの〕 灰色）などがあった。

に「着色剤」のこと 中国　漢代，媒染剤

がある。 には，アルミニウム

303



田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その13）

年代
新 大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
敵中央アメリかオーストラ11ア エジプト・メソポタミア・インド等 印国・インドネシア・日本

B．C．300 ・プレ・インカ文明の ヨーロッパでタイセ ミョウバンが用いら

なかで，紀元前2山 イの栽培が始まった。 れていた。

3世紀頃に栄えたパ

ラカス文化の遺跡か ・エジプトでは染色は 中国，「萄子」勧学篇

らは，木綿に濃い藍 国家の独占となる。 に，「青は藍より出て

で染色されたものが 藍より青し」と記さ

多く発掘されている。 一インジゴによる羊毛 れていることから，

幾種類もの染料を使 の大桶染色法が一般 中国では藍染の技法

周した思われるが， 的に行なわれた。 が完成していた。

コチニール，貝紫を

除いて不明だが，1日 ・ベニバナは前2世紀

大陸のものにくらべ 頃，シルク・ロード

て堅牢な黄色染料が から中国に渡った。

使われている。

屯］｝。邑台。』］」φコレ苗（；ヒ H　一一口土止トハ点。亜〃斗 ｛同虫コ・存曲り判・車コ｝

B．C．200

ミ届しノL門一j乙　凹珊しu貝｝」1キ」

米ペルーのプレ＝イ

ンカ帝国の発掘晶の

うち染色遺品のなか

に貝紫で染められた

ものがある。今日で

も，メキシコ・オハ

カ州のインディオが

この染色を行ってい

る。その方法は，波

打ち際で生きた貝か

ら直接染めてそのま

ま貝を再び海へ戻し

ている。

・lOO頃　ペルー，ナ

スカ文化期の貝紫染

掌文様裂が発見され

ている。

麻，ウールのナチュ

ラルカラーや自力｛主

体であり，天然染料

によるティロス紫，

インディゴ，サフラ

ン，マタL（ピンク），

茶系色，黒，緑色な

どがあった。中でも

地中海産のティロス

貝から採るティロス

紫は最高色であ■〕権

力者の象徴とされた。

ローマ帝政時代の桂

冠詩人ウエルギ1」ウ

スはテリアンパープ

ルを「腓高く紫長き

沓糸丑を寿吉一ミご…　一とj述

べている。

インドのラックダイ，

地中海方面に輸入さ

れる。

インドのラックダイ，

地中海方面に輸出さ

れた。

中国紀元前2世紀こ

ろ，サフランは，張

鴛が西域より伝えた

といわれ，薬品とし

て，花柱の形でもた

らされたと考えられ

る。又張鷲は安石国

（パルチア）よりざ

くろを持ち帰ったと

いわれ，そのために，

ざくろのことを安石

榴と呼一；～ようになっ

た。シルクロrドを

通じて東西文化の交

流も起こり，インド

や南方地域の染料も

もたらされた。

中国，長沙の馬王堆

出土品の中に紅染（紅

花）と思われるもの

がある。

絹織物の色には焦茶，

深紅，灰，朱，淡褐，

褐，浅黄，青，緑，

白などがある。染色

に多数の染料を用い、

その染色方法が完全

である。

紫は蘇枕，紫草、黄
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（そのI4）

年　代 新　大　陸
ヨーロツノ｛ 西アジア 東アジア

南北中央アメリかオーハラー1ア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

B．C．ユOO インドのインド藍が このころ，インドの 色は黄蘂，深紅色は

ギリシャをはじめと インド藍はギりシャ 黄蘂と蘇紡によるも

する地中海沿岸へ輸 をはじめとする地中 の，朱色は黄色染料

入された。 海沿岸地域へ輸出き と紅花，あるいは茜

れた。 草や蘇枕である。藍

・45　シーザー，帝王 色は蓼藍で，水色や

紫を蒲用。 「1日約聖書」にざく 淡緑には藍草の生葉

ローマの大詩人ホラ ろのことがみられる。 を用いた。臓脱色は

テイウスは紫布につ 「1日約聖書」に現わ ラックの使用あるい

いて面白く物語って れてくる紅色は，ケ は藍草と蘇紡による。

いる。 ルメスという昆虫の 黄色は黄蘂や槻など

ギリシャ人やローマ 雌をつぶして，酢を 数多くの黄色染料を

人はタイセイを薬物 加えて赤い色素（カ 用いている。以上は

植物として知ってい 一ミン）としたもの 推定である。

たが，このころ，イ である。 副苑品の中には烏梅

キリスに侵入した口 が36粒あつた。

一マ人は，イキ1jス ・50ごろ，紅花は，ク 印花（プリント〕の

兵が体を青色にして レオパトラ（60～39 布地はよく練った紗

敵をおどす意図で、 B．C．〕の口紅の原料 を使い，顔料は朱砂，

この植物からとった として使われた。 硫化鉛（銀灰色），雲

色素を体に塗ってい 母（粉白色〕，金，墨

るのを目撃した。や ・エジプト最後の女ヨ≡ をつかっている。

かで繊維染色に使用 クレオパトラとアン

することに発展して トニウスの乗った船

いった。 の帆は貝紫で染色さ

れていたといわれる。

’27　ローマの皇帝ア

ウグストウス帝王紫 クレオパトラの時代

の着用を皇帝のみに から緑青色の孔雀石

限定，臣下にはスト （炭酸銅）の顔料が

ライブでの使用を認 まぶたにぬられてい

B．C．　O める向 た。

A．D．　O ○　パルミュラでこ 一77　プリニウスによ 中国では服式の令を

のころの帝王紫の裂 ると，染色価でいち 定め，赤を最高の色

が発掘される。 ばん進歩していたの とした。

はエジプト人である。

’77　ローマ，プリニ エジプト人は染色す 日本，このころまで

ウスの記述によれば二 るまえに，布を特殊 染色されず，染料の

西洋の染色において， な浸し汁（媒染液） 発見もない。

観葉（かしのは）の で処理したとのべて

黒染，一つ葉えにし いる。

だの黄染，胡桃の樹 「エジプトに不思議

皮及び果皮の褐色染， な染色法がある。白

細葉犬青の藍染，茜 布に，染料でなく，

根の赤染，アルカン 色を吸う性質を持つ
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E日　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その15）

年　代 新　大　陸
南北中央アメり力・オーストラリア ヨーロッパ 西アジア 東アジア

エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．77 ナの根の紅染，ビア 物質が塗られる。こ

シンスの花の紫紅色 れらを施したことは

染，ケルメス（一種 布の上には見えない。

のえんじ虫）の赤染， しかし布を，染料を

プルプラ（パープル 含む温い大釜に漬け

？）貝の赤紫染がみ ると，容器の中には

られる。 一つの染料だけがあ

サフランは，花のま るのに，異る多くの

ま，あるいは花を絞 色が布の上に現われ

った水が香料と薬用 る。その色は後に落

に用いられたことを ちない。予め染めた

記している。ざくろ 布の上に色を混ぜる

については、花の美 だけの容器は，こう

しさと，駆虫剤，下 して一つの染料で数

痢止めなどの薬効と 色を与，煮ると色が
’＾　　　＿由．ヰ“一　目1｛＾“1 一1　→　　　　　、　』　　リ　　　　、　　1＿⊂，貴重な果実のひ

とつであると記して

いる。

・羊毛を染めるために

用いられるアカネと

インド藍のことをふ

れている。

口］毛〕」　とdつ｛〕o　」πし

は茜の媒染剤の変化

によって染色する。

インド更紗の技法と

一致しており，イン

ドの更紗技法がこの

ころ確立していたと

考えられている。

プリニウスやジオス

コライデスによれば

鉛丹，鉛白，一酸化

鉛が人工的に造られ

たことを述べている。

人コニ的顔料として最

初のもの。

プリニウスやジオス

コライデスはインジ

ゴを鉱物性顔料と信

じていたが，インド

が原産地であること

を知っていたヨ絵の

具として利用され，

医薬にも用いるとし

た。外見は黒いが水

にとくと青紫色とな

り熱病や発作，潰瘍

に効果があるとした。

A．D．77
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（そのユ6）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリカ・オーストラりア エジプト・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．77 プリニウスは，「宝石 インドのアジャンタ

は，世界の続く限り， の石窟（工817年発見〕

土地と同じように人 の壁画は白い漆喰地

から人へと伝わって に赤であらく輪郭を

ゆく。黙るに，貝で つけ，その上に薄い

染め，間もなく色樋 緑士の層を下の赤地

せてゆく一片の布机 が透視できる程度に

たとえぜい沢品にし 塗り，黒色または褐

ろ，今や宝石と同じ 色で輪郭を明白につ

値打になった」と， けたものである。

述べている。さらに

染め方として，「貝の

種類によって，赤紫

と青紫が染まるが，

いずれも染料となる

のは，頸の後にある

袋の中の乳液である。

小さい貝は，そのま

ま臼でつき，大きい

貝は外から穴をあけ

て袋をとる。ただ，

生きているうちカ㍉

死んでもすぐでなけ

れば良い染料は得ら

れない。この液に，

少量の塩を加え，3

日間，放置する。そ

の後，錫か銅の鍋に

入れ，5～6倍の水

を加えて煮る。時々，

柄杓でがきまぜなが

ら10日程煮ると純粋

な染料となるから，

これに布，羊毛を数

時間浸して染め上げ

るのである」とのべ

ている。

日本，自然の色（青

プリニウスの著書に 丹寸手，白丹寸手）

は没食子の水浸液が が使用されたらしい。

ロクショウに混在す

る硫酸鉄の確認に用

いられたと記録され

A．D．　77 ており，これはおそ

らく化学的方法によ
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その17）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメリかオーストラ1」ア エジプト・メソポタ；ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．77 る定性試験の最も古

い記載であろうと考

えられている。

ローマ時代のポンペ

イ（1748年発見発痛）

の壁画に彩色。

とくにポンペイの赤

（辰砂）が有名。

遺跡には染色工場ら

しいものがある。

オリエントとローマ 「工11エトラ海案内

帝国との間の経済的 記」によると，貝紫

交渉の史料「エリエ で染めた布がインド

トラ海案内記」には， に輸入された。ラッ

当時インド名・地に産 ク染，インジゴ染の

ニトフ　↓｛自批11＾、　1一」“ ■」｛由⊥｛H　　　一’1ホ＾化1

A．D．100 100頃，ペルー，ナ

スカ文化期の貝紫染

幾何学文様漁網，及

び蛇文様裂が発見さ

する木綿織のことが

記され，白無地のほ

か，ラック染やイン

ジゴ染のものがふく

まれていることが記

されている。又，イ

ンドのカリカットか

ら藍のなかでも特に

秀れたインド藍が地

中海方繭に輸出され

ていたことがわかる。

アラビア半島の紅海

に面するムーサで，

サフランで染められ

る布が輸入されるこ

とが記されている。

貝紫で染めた布をイ

ンドヘ輸出。

ローマのプリニウス

以後，13世紀ごろま

で，染色に関する記

録はほとんどみられ

ない。紀元前後ごろ

までに染色技術は非

常に進歩した。

このころ，口rマ時

代のギリシャの倫理

学者．プルタークの

「英雄伝」に，「アレ

ノト中■I」〃・一一・・マ｛こ幸箭亡出

された。

インジゴ以上に重要

な絵具にヒマラヤ産

のリシウムと呼ぶ黄

色の絵具があった。

これは染料にも使い，

時にはイビ粧用にもな

った。

・東大考古学教室は平

壌郊外の楽浪から，

このころの化粧箱を

発掘，その中から絹

の綿に浸した紅（紅

花）を発見した。（19

25年）

紀元！世紀ごろ，紅

花．中国に伝わった

とされている。

当時，旬奴が治めて

いた燕の国は，西域

から伝わった紅花の

産地として知られ，

紅花で作った顔料，

すなわち燕脂（べに）

は，漢の武帝が燕を

攻略した際，旬奴の

．王は「我が燕脂山を

失なう．我が婦女を

して顔色無からしむ」

というほど大切なも

のであった。

・桜井市大福の大福遺

跡の方形周溝墓で見

つかった銅鐸には，

片側の一部にベンガ

308



繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その18）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ11かオーストラリア エジプト・メソポタ：ア・4ンド等 中国・インドネシア・日本

A．D．100 れている。 キサンダー大王がダ ラとみられる赤色顔

りウスー世のスーサ 料を塗ったあとが残

を占領した時，倉か っていた。

ら貝紫で染めた300年

くらい前の衣服がた このころ，中国，張

くさん出てきた。変 仲景「傷寒論」を著

色もしていない，そ す。多くの症状とぞ

れらはギりシャのへ れに対する具体的な

ルミオネで染めたも 薬物の処方，計112方

のである」と述べて が記されている。

いる。

A．n200 ・。200頃　ペルー，ナ ・218　シリアのヘリ ・エジプトの染物師の ・239魂より，鉛丹

スカ文化期の貝紫染 オカバルス，王位に 処方書の例に，アル 50斤を倭に送る。

外套衣が発現されて 就くとき帝王紫の絹 カンナ，ベニバナ，サ

いる。 のマントを着用。 　一tフン，エンジムシ， ・243　中国の「魏志

アカネ，タイセイで 倭人伝」に，日本の

・222　アレタサンデ 布を染めることを述 「山には丹（あかづ

ル＝セヴエルス，帝 べた覚え書がある。 ち）が出る」とある。

王紫の生産を政府の

産業とする。 ・古墳時代に新羅，百

済を通じて茜の染色

・284　デイオクレテ エジプトのコプト裂 法が伝えられたとい

イアヌス，テュロス 中に，貝紫染の糸が われている。

の染工場を国家で運 使われたものがあり， ・2司3卑弥呼は，魏

営する。（～636年ま 当時の紫の布がオり に青鎌　（赤と青の

で） エンドー帯にかなり まじった絹布）を送

広範囲に用いられて る。この赤は日本茜

いたことがうかがわ で染められたものと

れる一 考えられている。

A．D．300 ・300～500頃，帝王紫 ・エジプトのテーべの 3世紀には，赤は茜

の福音書がある。 墳墓でパピルス（最 草，黄は黄蘂・楯子・

古の化学文書（がユ828 刈安，紫は紫草，青

年に発見された。そ は藍草，縁は藍草と

・3Cエ　ディオクレティ のうちストックホル 黄蘂によるものと考

アヌスは，貝紫で濃 ムで保存されていた， えられるが証拠とな

色に染められた毛織 いわゆるストックホ るものはない。

物は，染色されない ルム・パピルスには，

布地の約230倍と定 70の着色術の処方に 日本では，山藍，っ

めている。 なっていて，ますよ きくさ，かきつばた，

い着色剤として，マ こなぎ，はぎ，つち

タイセイ（ヨーロッ はりなどの原始的な

パ原産の藍），シりア 摺り染めが行われて

えんじ，リトマス染 いた。

料，アカネの根，ク

サノオウ（ケシ科の 3世末　徳島県阿南
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その工9）

年　代 新　大　陸
南北中央アメリカ・オーストラりア ヨーロッパ 西アジア 東アジア

エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．ひ300 植物で山野に自生す 市水井田町の遺跡が，

る〕，明察，硫酸塩が 朱色の顔料，辰砂の

挙げられている。最 製造遺跡であること

高の着色術は，安価 がわかった。

な代用品で本物の紫

を模造することであ 徳島県若杉山遺跡か

る。 ら辰砂用の石うすな

「処方を秘密にせよ， とが見つかり，魏志

紫はきわめて美しい 倭人伝に“真朱，青

4世紀頃，ヨーロツ 色だからである。着 玉を出だす。その山

パでは麻織物の捺染 色師から手渡される に月あり。とあるの

がペルシア，エゾプ マタイセイの泡（大 は，丹は赤色の辰砂

ト，インドから伝わ 青インジゴ）と，そ のことであり，山と

ったとみられる。 れとおなじほどの舶 は若杉山ではないか

来のアルカンナ（南 との見方もあるとい
一　　　　　山　　　　　　　〇一．十■・1」’ 、

ヒエロニムスの4世

紀ラテン訳聖書によ

れば，インドの染色

工がローマで有名で

あった。

「新約聖書」にイエ

スに「紫色の衣を蒲

せ…，紫色の衣を剥

ぐ」とある。

・379皇帝テオドシ

ウス1世，帝王紫の

個人使用を禁ず。帝

王紫染の業者は苦境

に立つ。

ヨーロッパで栽培，

根の皮から紅色の色

素アルカンナをとる）

とをとれ，アルカン

ナはマタイセイに溶

けて，その効力をあ

らわす。つぎに，好

んで選ばれる雌のエ

ンジチュウ（カイガ

ラムシ，緋色）かま

たは粒状の橦オ脂から

レーキ染料（有機色

素と金属塩との結合

で生じた水に不溶性

の有色化合物）をと

って，これらの粒を

すこし温めて，乳鉢

のなかでマタイセイ

の泡の半分といっし

ょにせよ。それに羊

毛を加え，それを媒

染することなく着色

せよ。あなたは、そ

の紫が筆紙につくせ

ないほど美しくなる

ことを見るであろう引

とある。又処方には，

加熱法による華腕な

紫も記されている。

（古代の技術）

つ。

日本，弥生一古墳時

代に北九州を中心と

した棺中に，朱を充

填したり塗布したり

することがあった。

朱は防腐剤として叉

呪術的意味があった。

317　中国の「抱朴

子」によれば，水銀

が酸化して酸化水銀

（朱色）になる事実

を記述している。

中国，葛洪は「草木

は焼けば灰になるが

辰砂は火に熱すれば

水銀にかえることが

でき，その逆もまた

同様である。辰砂は

ふつう植物性物質と

大きな差異をもち，

それによって人を不

死にすることができ

る」とのべている。

さらに炭酸鍋，鉛丹

にもふれている。

・仏教の古い経典の「摩
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その20）

年　代

A．D．300

　　新　大　陸
南北中央アメ■jかオーストラ1」ア コーロツパ

ローマのプリニウス

の著述以後，13世紀

ごろまで，ヨーロッ

パの染色に関する記

録はほとんどみられ

ない。

　　西アジア
エジプト・メソポタミア・インド等

　　東アジア
中国・インドネシア・日本

詞僧蔽律」の中に，

カりロクその他の木

の実を用いて，鉄の

上で磨して木蘭色を

染めることが出てい

る。木画色とは茶色

である。このカリロ

クは今のミロバラン

と考えられている。

A．D．400 このころ．アラビア

で赤色顔料，朱（辰

砂）が，硫黄と水銀

からつくられた。

ジャワ島のヒンズー

文化の影響を受けた

タルマ国のタルマは

藍を意味するといわ

れ，この地に古くか

ら藍が自生していた。

463　日本書紀に，

鉛粉が鉛花として記

されており，中国か

らもたらされたもの

と考えられる。

・480ごろ，中国，陶弘

景，「神農本草経」（中

国最古の薬物書，B

65種の薬品が記載）

に藍の薬効が載って

いる。アイの実は上

薬120種のひとつとさ

れる。上薬とは身を

軽くし，元気を増し

不老延年の効果のあ

る仙薬であるという。

植物は252種類，動物

67種類，鉱物が46種

類となっている。

A．D．400

大和時代，染料の創

出始まる。縞物や模

様が考案された。

倭文布（しずり）と

いう美しい麻織物が

あらわれる。緯糸を

青・赤に染め，緯縞

を織出す。
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田　　辺　　勝　　利

　　　　　　　新　大　陸年代南北中央アメりカ。オ＿ストラ1」ア

A．D．400

A．D．500

染料・顔料の歴史年表2（その21）

ヨーロッパ 　　西アジア
エジプト・メソポタミア・インド等

　　東アジア
中国・インドネシア・日本

・476西ローマ帝国

滅亡。イタりア地区

の貝紫はタラントを

除いて廃れる。

・500～600　コンスタ

ンチノープル宮殿付

近に貝紫染の工場設

立。ここで作られた

　ものはブラニッタ皿

ビザンチェナと呼ば

れる。

・547　エスティニア

ン帝の貝紫染の刺繍

マント着用姿，イタ

　■」アのラヴェンナの

6世紀中頃，インジ

ゴがはじめてペルシ

ャに紹介され，医薬

として利用された。

5　飛鳥，奈良時代

国産晶として，紫根，

山藍，つばき，木は

だ，つるばみ，菌根，

はじ，くちなし，刈

安，赤芽がしわ、鬼

ぐるみ，山ヰ兆など。

輸入晶としては，紅

花，蓼藍，蘇芳，桟

椰子，うこんがある。

動物染料では燕脂，

おそらくはラックで

あったろう。

5世紀前半の岡山県

月ノ輸古墳から数多

くの染糸が出土し，

赤は日本茜，黄はウ

コン，ブルーは藍，

緑はウコンの黄に藍

をかけ合せたものと

考えられる。藍をの

ぞいていずれも灰汁

媒染である。

日本の染色技術はこ

のころにかなり高度

に発達していた。こ

のころ染法として魏

の浸染法が用いられ

ていた。媒染剤とし

て，灰，明ばん，酢・

鉄の使用法が移入さ

れる。

6世紀中頃，中1王1で

出版された農業全書

「斉民票術」には，

紫草の栽培法が記さ

れている。総花の有

用性も述べられてい

る。ざくろの果汁が

紅染の発色斉11として

使用することが記さ

れている。赤芽柏の

栽培法が記されてい

る。アイの栽培法，

3王2



繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その22）

年　代

A．D．500

A．D．600

　　新　大　陸
南北中央アメリカ・オー又トラリア

・600～900　メキシコ，

マヤ文化，古典期の

貝紫染裂断片が発見

されている。

ヨーロツノ｛

サンユヴィターレ教

会のモザイクに見ら

れる。

　　西アジア
エジプト・メソポタミア・4ンド等

　　東アジア
中国・インドネシア・日本

刈ったアイを水にひ

たし，さらに石灰を

加えて処理して藍澱

と呼ぶ染料とする方

法が記されている。

6世紀中頃，福岡県

王塚古墳の壁画を彩

る顔料は五色で，赤

色（赤鉄鉱を含む粘

土またはその焼成物），

黄色（黄色粘土，含

水酸化物，（白色（白

色粘土），緑色願料（海

緑石，（黒色（非晶質

のマンガン化合物を

含む粘土）

中国では纐纈，爽纐，

礪纈，摺絵などの模

様染めが発達する。

・603　冠王イ立12亜皆とし

て服飾制を定める。

青・赤・黄・自・黒・

紫の濃淡で位階を表

　した。染料や染色の

技術が中国から渡来

により相当進んでい

た。

・610高麗の僧曇徴が

紅花の種子を伝えた。

・630　遣唐イ吏らによ

り，大陸がら紅花，

紫根，蘇栃，紫鉱（ラ

ック）などが薬草と

　して，染料として輸

入された。

AD．630 ・奈良時代の摺り染め

の方法は3通りあり，

一つは花などの形を

そのまま摺る方法，

第二は花0〕色で勝手
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その23）

年代
新　犬　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメりかオーストラリア エジプト・メソボタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．63C に模様を摺る方法。

第三は，実を焼いた

黒灰で摺る方法で，

主に使われたのは，

榛の実，かきつばた，

こなぎ，つゆ草，ケ

イトウ，萩，山藍な

とである。

・法隆寺の太子間道の

緋色は茜草，紫は藍

草と茜草の併用，浅

黄は藍草，緑は藍草

と黄色染料である。

黄色と緑を染めた黄
。．1』山　■＾」　　　一

色染料は，黄蘂や刈

安でない他の黄色染

料と考えられている。

法隆寺広東錦の赤糸

は，柏木石介氏の研

究では、アリザリン

を含んでおり，印度

茜か西洋茜で染めら

れているものと推定

している。

・法隆寺壁画の顔料は，

赤色はベンガラ・水

銀朱・鉛丹，黄色は

黄土・密陀僧，白色

は白土，緑色は岩緑

青，青色は岩群青，

黒色は墨が使われて

いた。

7世紀，インドの医

学畿ギ市叩クバ力“

に，フオ（銀のことが，

インド最初の記述で

ある。

紅の「くれない」と

いう呼び名は，当時

藍は染料の代表的な

ものであったため，

中国の呉の国がらき

た染料という意味で
　く加。帥・

「呉藍」と呼ばれ，

それが転計ヒして「く

れない」になった。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その24）

年　代

A．D．630

　　新　大　陸
南北中央了メリかオーストラリ了 ヨーロッパ 　　西アジア

エゾプ春・メソポタミア・インド等
　　東アジア
中国・インドネシア・日本

・唐から，ろうけち（ろ

　うけつ染め），こうけ

ち（絞り染め），きょ

うけち（板はさみ染

め）が伝えられ，「奈

良の三大染法」と呼

ばれているが，ろう

けちときょうけちは，

平安時代がら明治ま

で消え去った。

・飛鳥，奈良時代の黄

色染料としては，黄

蘂，刈安の外，櫨，

大黄，黄蓮，小鮒草

または紅花の黄色素

の利用も考えられる。

高松塚古墳の壁圃の

顔料は，赤色はベン

ガラ・朱・鉛丹・茶

褐色はベンガラ・鉛

丹，黄色は黄土，白

色はしっくい・白土

？，緑色は岩緑青，

青色は岩群青が使わ

れていた。

・659　中国の「唐本

草」には含藍柄物の

品種の増加，その薬

効についても詳細に

追加された。

AD．690

・690　持統女帝は，

夫，天武帝が亡くな

ると，それまで女性

の下着にはくぬぎで

染めた黒を着ていた

のを改め，あかねの

赤を着ることを命じ

た。くぬぎは奈良時

代より茶あるいは黒
　　　、
染めの染料として多

　く用いられた。
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染料・顔料の歴史年表2（その25）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメ■」かオーストラリア エジプト・メソポタ…ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．692 ・692　日本書紀によれ

ば，元興寺の値観成

が唐法を模して，は

じめて鉛粉を作った。

（鉛白，塩基1生炭酸鉛）

中国がら伝わった「唐

本草」の中に「刈安

で鮮かな黄色が染め

られ昼」とある。
■　一　1　一　　一　■　　一　I　I　　’　　’ 一　一　’　．　一　一　1　・　・　’　一　’　■　一　1　■　一　■　■　一 一　　一　一　．　　‘　　一　　一　　一　1　　1　－　1　　一　　一　’　I　l　一　　一　I ■　■　■　I　1　■　一　一　■　一　・　一　一　I　一　一　●　■　’　一　一　一　一　一　I　I　I 一　　一　．　　’　　l　　l　　－　　1　－　1　■　　一　　一　一　一　I　．　　I　　一　　■　一　’　　一　　一

A－D．700
・701－3，大宝年問に

蓼藍が染料として用

いられ，その栽培も

行なわれていたとみ

られる。蓼藍は中国

から渡来した。

・712　「古事言己」の

赤土塗の記載。

・712　「古事記」仁徳，

雄略天皇の条に，山

藍で摺染にした布を

青摺の衣という，山

藍には成分として，

インジゴは育まれて

いなくて，単なる青

草染とされている。

・712　「古事記」の大

国主命の歌の，黒き

御衣は雑木の鉄媒染

による黒染であり，

青き御衣は藍草によ

る青染である。あた

仙は四千し1て仙L
染めた赤い衣と思わ

れる。

AD7ユ5 715　播磨風土記の赤

土彩色の記録がある。

また，播磨国には紅

花，常陸国には紫草

316



繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

　　　染料・顔料の歴史年表2（その26）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ■jカ・オーストラりア エジプト・メソポタ：ア・イパ等 中国・インドネシア・日本

A．D715 が自生していたとあ

る。他に黄蓮，くち

なしなどがみられる。

・718「養老令」の「衣

服令」には「家人奴

蝉橡黒衣」とあり，

橡は，当時身分の低

い者の衣料の染料で

あり，鉄媒染による

黒色と考えられる。
ろI11＋笏　　　ユH　H＾　　　こう1苛。

薦纈，爽纈，絞纈の

染色などの精巧華麗

な染織品がつくられ

た。

・730　このごろ，万葉

集にあらわれない重

要な染料，蘇芳，黄

蘂，藍，櫨，梶子，

刈安が，使用されて

いた。

「万葉集」に，ハン

ノギの実か樹皮で摺

り染めしたが歌われ

ている。

・733「出雲風土蕎己」に陽

梅の記述がある。奈

良時代に染料として

使われていたと考え

られる。他58種の薬

晶があげられている。

・750年頃　バグダツ 「日本書紀」には「七

AD．750 ドで、世界最初の薬 年の春正月の幸卯の

局を開設，ペルシア， 朔壬辰・・・…是の目に，

インド，中国の薬品 詔して天下の百姓を

のほカ㍉ローマ時代 して，黄色の衣を服
く巧

には知られていない しむ。奴は早衣をき

ものもあつかってい しむ」（巻第30）と

た。丁字など。 見え，黄色の衣とは

刈安染のことである。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その27）

年代
新　大　隆

ヨーロッパ 西アジア南北中央アメりカ・オーストラりア 東アジア
エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．750 ・正倉院文書，奈良時

代の写経等の文春に

黄蘂染の紙や布がつ

かわれた。黄蘂には

防虫効果があるので，

長く保存する必要の

あるものつかわれた。

・正倉院の薬物のなか
か　リ　呂く

に「呵梨勒」とよば

れている現物が只一

個あるが，これはミ

ロバランのことであ

る。薬用とされたが，

染色に使われた可能

’1件“　止工性もある。

・正倉院の染紙に胡桃

紙，胡桃染紙，浅胡

場齢氏，　中古月相ヒ系氏，　…茶

胡桃紙などのように

染紙に胡桃が用いら

れた。

・工E倉院の染紙には刈

安紙，浅川安紙，深

川安紙がある。

「正倉院文書」には

媒染剤である明馨を

自警と記している。

・正倉院の薬物の中に

没食子は無食子とし

て残っている。没食

子を割ってみると，

ペルシアにしかいな

い蜂の幼虫が出てき

た。この薬品は，シ

ルクロードから中国

を通って日本にもた

らされた。

A．D．750 ・蘇芳（心材やサヤの

部分，赤色）は，目
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その28）

年　代 新　大　陸
ヨーロツノ｛ 西アジア 東アジア

南北中央アメり力・オーストラ1」ア エジプト・メソポタこア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．750 本には産しないので，

奈良時代以前から，

中国をへて，輸入し

ていた。正倉院の御

物にもみられる。献

納帳には薬物として

出ている。

・752正倉院に，瘤か

らきた紫鉱がラック・

ダイの棒の形で残さ一

れている。「正倉院

文書」の臓脂何枚と

いうのはラックダイ
’

のこと。紫鉱は中国

に産せず，西アジア

→中国→日本の伝来

ルートが考えられる。

・天平時代の文書に，

支子（くちなし）に

よって紙を染めたと

いう記録がある。

このころ，スペイン ・754　阿仙を，中国

を征服したアラビア から渡来した鑑真和

人は，サフランの花 上がもたらした。

柱をヨーロッパにも

たらし，薬用，染料 ・756　中国の楊貴妃

に用いられた。サブ はサフラン染めの衣

ランの名は，アラビ 裳を身にまとってい

ア語の黄を意味する だといわれている。

Safraから発したも

のである。 ・759「万葉集」にあ

る花の，つきくさ（露

草），からあい（ケイ

トウの花），こなぎ，

かきつばた，はぎが

草木染めとして用い

られた。

AD．759

「万葉集」に花摺の

歌がある。「月草に

衣ぞ染むる君がため

いろどり衣摺らむと
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その29）

年　代

AD．759

A．D．8C0

A．D．900

　　新　大　隆
詣北中央アメ1］カ・オー天トラ■iア

・900頃，ペルー，チャ

ンカイ文化期の貝紫

染裂断片・貝紫染袋

が発見されている。

ヨーロツノ｛

・800年頃，600年頃の

アレタサンドりアで

集成されて，ラテン

語に訳された「モザ

イク彩色法」に，ア

ラビア語またはペル

シア語がある。たと

えば，黄色染料のウ

エルドは“ルザ。、イ

ンジゴは“ルラクス。，

空色〈aZure〉はそ

の語源をなす“ラズ

レ、、になっている一

　　西アジア
エゾプ…・メソポタミア・インド等

827　サラセン帝国

で一具紫染興る。

　　東ア～ア
中国・インド不シア・日本

　おもひて」

　紫草の根を用いて，

　椿の灰（媒染剤）を

　利用して染めた。

　赤味をつけるために

　茜＝草も周し、た。

「万葉集」の中に紅

を口永った歌が29首あ

る。他に，月草，っ

るばみ，紅花，きぬ

がさ，茜，はんのき，

やまあいカ㌣吏われた。

・正倉院の宝物，平安

朝の十二単衣など，

赤，黄，青，紫，窯

系統の35色程の色は，

ハシ，紫草，紅花，

アカネ，スオウ，ク

チナシ，キハダ，カ

　りヤス，アイ，トチ

　などのごくわずかな

植物染料によるもの

　である。

平安時代，日本茜が，

武将の鎧や旗指物に

　よく使われたが，室

町時代になると衰退

　した。

・平安時代から，五倍

子で歯を黒く染める

　ことがおこなわれた。

・905　「古今和歌集」．

に，紅花，楯子，露

草に関する歌がある。≡

『延喜式」には色相

とそれに使用した材
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報〕

染料・顔料の歴史年表2（その30）

年　代

A．D．900

　　新　大　陸
南北中央アメリカ・才一ストラ1」ア コーロッパ 　　西アジア

エジプト・メソポタミア1インド等
　　東アジア
中国・インドネシア・日本

料を記録してある。

これは古代の染色の

実体を知る事のでき

る唯一のものであっ

て，また中世の染色

はこれによって行な

われていたと思われ

る重要な資料である。

「延喜式」，紅花，胡

粉，白土，水銀，朱

砂，椿油、丹（鉛丹

朱）延喜式には，青

摺の衣は山藍の葉に

よる摺衣のことが言已

されている。延喜式

に楯子についての色

名と処方がある。

叉「黄布」すなわち

麻を，乾藍を灰でア

ルカリ性にし醗酵さ

せてから染める建染

めも行われていた。

・927　r延喜式」に黄櫨

　（こうろ），黄丹（お

うだん），支子（くち

なし），深紫，浅紫，

蘇芳，紅，紅花，繧

など約35種類の染料

が記載されている。

また，織物一反を染

めるのに要する染料，

染色助剤が詳細に述

べられている。

A．D，927

・927　「延喜式」の中

に椿灰，怜（ひさか

　き）灰，真木灰が記

されている。これら

の灰が染色の媒染剤

として用いられたと

思われる灰にはアル

　ミ成分とアルカリ成

分が多くふくまれて

いる。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その3ユ）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ1」力・オーストラリア エジプト・メソポタミア・4ンド等 中国・インドネシア・日本

A．D．927 ・ユO世紀のアラビア語 真木は檜，’ 凾ﾌ灰と

の写本の，「染色の小 おもわれる。

さい鍵」（800年頃の一 紅花による紅染めの

編集）は，文字どお 手法が書かれている。

りストックホルムス・ 蕎灰と酢を用いる。

パピルスと一致して

おり，アラビアの影 「延喜式」，「多武峯

響は少しもみられて 少将物語」に胡桃が

いない。 衣服の染料に用いら

れたことが言書されて

いる。

AD962

・962神聖ローマ帝

国興る。貝紫染が皇

帝のマントを飾る。

・ペルシア　歴史・地

理学者のマスウーデ

ィの記載では．主は

インドから髪を染め

るための薬料を受け

た。この薬料はイン

デアンといわれたと

ある。同様のことは

アブ・マンスールら

「延喜式」巻第14縫

殿寮の雑染用度には

刈安を用いた深黄と

浅黄は各色の最終に

記されている。ヰ象に

茜を加えて，赤味の

強い茶を染めること

が記されている。

「延喜式」によれば，

平安初期には，米粉

や栗粉で作った白粉

があったことがわか

る。

「延喜式」にハンノ

キの摺染めのことが

記されている。

「延喜式」に紫草は九

州に栽培園があった

ことが記されている

935「和名抄」では，

「非分」と　「自非分」の

二つにわけ，前者を

「之路岐毛能（しろ

きもの）」後者を「巴

二布弔蘭（ほふに）」とよ

　　　　　　　えぶとある。楠花は「恵

爾須」の和名があて

られている。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その32）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ1」カ・オーストラりア エジプト・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

A，D．962 も記していて，その 「倭名類聚抄」に石

薬は髪を丈夫にし， 榴，または若榴をザ

ヘンナで髪を下染め クロというと記され

した後，インジゴで ており，それ以前に

染めると、光沢のあ 渡来したものと想像

る美しい黒になると される。菓子，薬用

いう。 のほか鏡磨に果汁を

用いた。

「倭名類聚紗」にあ

かめがしわのことが

記されている。

スペインの回教徒ハ

ラフ・イブン・アッ ・清少納言・「枕草子」

バス・アル＝サフラ に「薄様色紙は，自

ウイの薬剤目録「必 き。むらさき。歩き。

携書」には，密陀僧 刈安染。青さもよし」

鉛白，硫化鉛，酸化 とある。

亜鉛，ベンガラなど

の製法がみられる。 「枕草子」の「七月

ばかη……香染のひ

とへ，もしは黄生絹

のひとへの香染は丁

子のことで，丁子で

染めたものはその香

が残る。

・枕草子に「胡桃色と

いう色紙の厚肥えた

るを」と胡桃のこと

が記されている。

イスラムのジヤービ 「赤染衛Fr集」に、

ル・イブン・ハイヤ 「虫のちをつぶして

一ンのアラビア語テ 身につはつけずとも

キストには，衣料お 思ひそめつる色なた

よび革の染色のこと がへそ」，返歌「虫な

が記されている。 らぬ心をだにもつぶ

さではなににつけて

か思ひそむぺき」と

詠んだ歌には，ラッ

クダイのことがのべ

られている。

・マタラム（ジャワ）

王国を伝える「宋史」
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その33）

年代
新　犬　陸

南北中央アメリかオーストラ1」ア ヨーロッパ 西アジア 東アジア
エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国1・インドネシア・日本

A．C．ユOOO
・1000年頃，ベラクり ・11世紀　中央アジア によれば、「紅花，蘇

ウスの書「ローマ人 にいたイスラム最大 木（蘇芳）があり蚕

の染色と工芸につい の学者の一人，アヴ 職につとめる」とあ

て」がある。 イケンナ，「快癒の る。又スマトラ島南

書」を著す。鉱物， 部にて，ラック（紫

植物，動物学のこと 鉱）が産出している

が述べられている。 　　一ｱとが記されている。

looトll　「源氏物

・1062サラセン帝国 ・11世紀，イスラムの 語」の巻名でもある

の貝紫は両シシり一 アルハーゼン，「物体 未摘花は，べニバナ

島のロジェール1世 がみえるのは，物体 のことである。花房

の手に移る。シシリ から光線が眼球には の先端から色づくの

一島のパレルモがそ いり，網膜に像をむ でこの名がある。

の中心地。 すぶためである」と

考えた。それ以前は 明石の巻に，「高麗の

「μ円⊥、．・1’．φ白ユ“イ、、フ ±目対ヒ缶m幸同一十か」「眼かり光線カ・てる

ために物体がみえる」

とされていた。

胡桃色の紙に之な㌧

ず引きつくろひて」

と胡桃のことが述べ

られている。

・鉛と酢から鉛白（白

色顔料）を作る技術

発明される。

「源氏物語」に「丁

子染の，こがるるま

で，染める、しろき

綾の」，「丁子染の扇

の，もてならし給へ

る移り香などさへ」，

「香染なる御厨に，

書きつけ給へり」と

丁子のことがのべら

れている。

A．C．n00 ・12世紀　イスラムの

化学者アッ・ラージ

ーは「みょうばんと

塩」を著している。

1028　「栄花物語」

の裳着の巻の「はふ

に」は鉛粉か，米粉

のことである。

m6　宋の「政和本

草」には，アイは茎

葉ともに青色の染料

になるとしている。

記載薬草はユ748種に

およんでいる。

12世紀前半の「源氏

物語絵巻」の彩色料

は岩緑青，岩群青，
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繊維，染料および洗斉！の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その34）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジデ 東アジア

南北中央アメリかオース｝ラりア エジブ主・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・B本

A．D．！100 アラビアのマグヌス 朱，鉛丹，ベンガラ，

の「祭司の書」に， 黄土鉛白，金，銀，墨

色彩と染料製造につ のほか，有機質の黄

　　」｢て記されている。 色（藤黄）と有機質

の赤色（臓脂か蘇芳）

が用いられている。

・平安時代末期の「飾

抄」に「楊梅色革革秋」

とあり楊梅色という

色名があった。

1148　久安4年記

〔紅・白い物〕
一　　一　　1　1　　1　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　I　　』　　』　I　　■　　一

A．D．1200 ・大量の明欝（媒染剤） ・平安時代から鎌倉時

がギリシャ諸島や近 代の鎧の染色は，奈

東から産出。 良時代の染料とほど

んど同じものが用い

このころ，地中海世 られていた。即ち紅

界において紫貝が絶 花染の色糸による緋

滅し，ラックダイに おどし，茜染の色糸

おきかわる。紫色の による赤色おどし（現

染色に地衣類のみの 在日本に野生してい

染色も行われるよう る茜草とは考えにく

になった。 く，西洋茜または印

度茜の系統のものと

ヨーロッパ中世以後， 思われる），紫色おど

サフランは香辛料を しは紫草，紺から浅

兼ねた食用色素やリ 黄に至るおどしは藍

ユーマチなどの特効 草によるもσ〕であり，

薬として用いられ， 縁・萌木の系統は黄

頭髪を染めることも 色染料と藍草との交

行なわれた。 染である。黄色染料

ははっきりしないが，

ユ3世紀頃，ドイツ， いろいろな種類のも

スコラ哲学者，アル のが用いられている。

ベルトウス＝マグヌ ほかに紅梅おどし，

スは，緑讐（硫酸第 黒色おどしもその色

一鉄）の媒染作用に 名の染色糸でおどす

ついて記述している。 ものである。又染革

の歴史は奈良時代に

A．D．1261 1261　ビザンチン王 さかのぼるが，当代

政復興，十字軍の遠 に入ってより進歩発

征により打撃を受け 属した。

ていた貝紫の産業復’
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その35）

年代
新　犬　陸

ヨーロッパ 西アジア南北中央アメりカ・オーストラ■jア 東アジア
エジプト・メソポタこア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D1200 活。

・13世紀の中頃にはタ

イセイの生産がヨー

ロッパで統制される

ほど重要なものとな

った。

・マルコ＝ボー口の「東

方見聞録」で．彼は

インドのコイラム王

国での，アイの製法 ・1290頃　マルコ’ポ

を報告した。アイの 一口の「東方見聞録」

草を採取して根を去 によれば，インド，

り，大桶に入れて水 東南アジアで横榔樹

比’十王　　宇ハ苗’よ｛哺・ fびノ、ろうト㎞、の

A．D1300 ・1300頃　ペルー，イ

ンカ文化期の貝紫染

鳥文様レース断片が

発見されている。

比1＋ス　　宇ハ曼よ・府
巴1｛　出。　」｝’⊥F”　叩刺

るまでそのままにし

ておき，そののち桶

の水を太陽にさらし

て凝縮させる。これ

を砕いて砕片とすれ

ば，インジゴができ

る。こオしによってイ

ンジゴは植物である

ことが明らかとなっ

た。

オランダ，14世紀以

来，インジゴを直接

インドから輸入して

いたがその製法はあ

まリよく知っていな

かった。　（披歴6）

イタ■」アでは，ウー

ルを染める地衣染料

が完成して，一世紀

間独占した。

・ペゴロッティの手引

書にはインジゴの取

引のことが述べられ

ている。

・14世紀未の画家チュ

ンニーの「芸術の書」

（ひ入ろうじゅ）の

実の種子に石灰を塗

り，2～3種の香料

を加えて，ベテルの

葉に包んで嗜好品と

して噛む習1貫があり．

吐き出した唾液は，

横榔樹の中にある色

素の石灰反応のため，

真赤になると説明が

ある。

1370　　　「フk∫F言己」　巻

9に「長編の御衣に

オ賓キ邸の裏1なしを召さ

れ……」という言己述

から，南北朝時代に，

横榔樹が染色に用い

られていた。

・室町時代中頃の「蜷

川親元目記」に初めて

梅染の名がみられる。

・ベニバナの最上川流

域の栽培は室町時代

にはじまって江戸時

代に最盛期を迎えた。

日本のアカネ（菌根）
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その36）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ11かオース≒ラりア エジプト・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

A，D．1400 ・アナット（ベニノキ〕の には羊皮紙を染めて， は西洋茜のように簡

赤い色素がカリブ湖他方 インジゴ色の紙をつ 単に色が出せず，手

のインディアンによって くることがみられる。 数がかかる。室町時

戦いの目的のために体に インジゴは重要な絵 代から一時菌根染め

染めていた。 具であった。 は衰えたが，江戸時

代に復活した。

A．D．1450 ・ユ453　トルコ軍，コ 1仙0　室町時代に，

シスタンチノーブル 藍草を醗酵させた薬

に侵入。東ローマ帝 （すくも）が作られ

国滅亡とともに貝紫 ていた。
、

産業も終焉。

このころ，日本に，

・1472　イギリス，工 うこんが渡来する。

ドワード四世，ロンド うこんは直接染料で，

ンに染色会社を設立。 堅牢度は低い。

・1492　コロンブス， インディゴ顔料を， 15世紀末頃、久米島

西インド諸島でブラ ハチ蜜と石灰とで自 伊敷索按司所伝とさ

ジルウッド（蘇芳） 藍に還元して，その 1498　バスコ’ダ’ れている現在知られ

を発見している。 溶液で布を染めた。 ガマのインド航路の ている紅型の最古の

（ヨーロッパ） 発見で，木綿を六葉 遺品の裂がある。

茜で染めたインド更

・地衣類による染色， 紗はヨーロッパにも 日本，朝鮮に蘇木、

イギリス，フランス， ちこまれ，大きな反 丹木，朱紅などの染

スカンジナビアに広 饗を呼んだ。 料を輸出していた。

まる。

A．D．ユ500 ・ユ500　ポルトガルの 明察は鉱床から産出 ユ6世紀の初め，ポル

探検隊，南アメリカ し，再結晶法によっ トガルは，はじめて

で生育している多数 て純粋にした。現代 中国へ使節としてト

のブラジル・ウッド の化学者が実質的に メ・ピレスを送った。

（スオウ）（赤色染料 純粋とみなすほど煩 彼の「東方旅行記」

に感銘を受けたので； 重に作られた最初の に、カンバヤ王国は

その地をブラジルの 物質である。（イタりア インジゴを輸出しカ

土地と名付けた。 イロ，アデン，ホル

・1507　オランダ，ド ムス，マラッカ，ジ

イツ，フランスで染 ヤワ，ゴア・マラバ

料植物の組織的栽培 ルであるという。ユ6

を始める。オランダ 世紀にはインジゴは

で，アカネの栽培法 ひろく東西に送リ出

公刊。 されていたのである。

又インドネシアのビ

ユ5王9　ピサロとコル ・鉱物1生顔料などをつ マ島には蘇木（蘇芳〕 インドネシアのビマ

ナッツ，メキシコの くる専門の製造所が がたくさんあり，シ 島には蘇木（蘇芳）が

各種染料をスペイン あらわれた。 ナで高価に売られて たくさんあり，シナ

王に献上，中でも洋 いるとある。 で高価に売られていた。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その37）

年代
南北中央乳リ余オ集ラりア　ヨーロッパ 西アジア 東アジア

エゾプいメソポタ…ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1500 紅（コチニール），以 ・1519～1522

後有名となる。 マゼランの世界一周 インド，16世紀以前

コルテスの指導のも 航海でヨーロッパに に遡る染織晶はイン

とにコチニールの組 丁字をもたらした。 ド本国に残っている

織的収集をおこなっ 例はほとんどなく，

たので，コチニール インドより輸出され

はしだいにケルメス た地域で発掘または

にとってかわった。 残存している遺品に

コチニール栽培は， たよるしかない。イ

1880年頃，合成染料 ンドはアジアモンス

出現まで、約400年間 一ン地帯に位置し，

メキシコに集中して 高温多湿な地域であ

いた。このサボテン るためである。

種に寄生するエンジ

ムシから得られた「コ

」　　　　　　　　　　一．　　　　　1　、　⊥　　一一　　’

AD．1500

γ一一ル」　は良一貞り

赤色ができるので，

他のすべての赤がお

きかえられた。コチ

ニールは，ケルメス

よりも安く，錫媒染

で鮮かな赤を発色し

たからである。

・羊毛や絹を美しい紅

色に染めるコチニー

ルは，メキシコのサ

ボテンに寄生するコ

　ックス虫からとるも

のがきわめて品質の

よいことカ漁1られた。

それまでの紅色は，

地中海沿岸方面で採

取されるケルメス，

インドのラックなど

で染められていた。

しかし新大陸で産出

するコチニールが．

征服者のスペインに

よって紹介されたと

き，染料界の重要な

発見とされたケルメ

ス，ラックいずれも，

ごく少量しかヨーロ

ッパでは得られなか

羊毛や絹を美しい紅

色に染めるコチニー

ルは，メキシコのサ

ボテンに寄生するコ

ックス虫からとるも

のがきわめて品質の

よいことカ｛ヨーロッ

パに知られた。それ

までの紅色は，地中

海沿岸方面で採集さ

れるケルメス，イン

ドのラックなどで染

められていた。しか

し新大陸で産出する

コチニールが紹介さ

れたとき，染料界の

重要な発見とされた。

ケルメス，ラックい

ずれも，ごく少量し
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繊維，染料および洗剤の醒史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その38）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア

南北中央アバ」かオー又トラ1」ア
東アジア

工・カト・メソポタミア・インド白事 中国・インドネシアー日本

A．D，1500 ったためである。 かヨーロッパでは得

られなかったからで

I6世紀，スペイン人 ある。

がメキシコに侵入し

た際，ロッグウッド 1ポンドのコチニー

から染料がとれるこ ル染料を作るのに7

とがわかり，スペィ 万匹のエンジムシが

ン，イギリス，ヨー 必要であった。

ロッパに普及した。

他の天然染料の総使

用量よりも，この口

ック・ウッドの使用

量の方が大きかった

といわれている。16

世紀末，スペインで

はジャマイカ経由で

輸入され，黒が染め

られた。ロッグゥッ

ドは木心部だけが染

料として用いられ，

染色エキスを固形に

した形で利用される。

絹・綿・毛・麻のい

ずれの繊維にも染色

でき，皮革にも適し，

錫で発色すると赤紫

色，鍋発色で暗緑青

色，クロム塩で青味

がかった黒，鉄発色

で灰味のある黒に発

色する。

ユ540　ヴェネツィア 1550頃，室町時代の

ゲレップ（フスチッ のロセッティ，最初 ・1550　トルコの染織 末葉に南蛮貿易によ

A．D．1550 ク，イェローウッド， の染色書「染色家の 技術，最高に発達し， って，更紗が輸入さ

キューバウッド）が， 技術の栞」をあらわ 世界に誇る織物や絨 れ，桃山時代を経て

新大陸の発見以後ヨ した。 織が作られる。アカ 流行するようになっ

一ロッパにもたらさ ネをつかってあざや た。

れた。現在でもログ ・16世紀にイギリスの かな赤色「トルコ赤」

ウッドについで使用 エリザベス女王は， を見出した。

量の多い天然染料。 女王のどの宮殿から

も8キロメートル以 アカネの鮮やかな赤

このころ，ざくろが 内でホソバタイセイ 色は，織物をまずと

スペイン人により， を栽培したり，処理 くべつの油（ポタシ

アメりカ大陸にもた 加工しないようにせ を混合したオ1」一ブ

らされ，メキシコ・ よという命令を出し 油またはヒマシ油，
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その39）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア

南北中央アメ1」かオーストラリア
東アジア

ユジプ｝・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A－D，1550 オハカ州では今でも た。発酵による悪臭 すなわちロート油）

ざくろで毛糸を染め のため。 で処理してから媒染

ている。 ・大量のインジゴはイ 剤として明磐を用い

ンドより海を渡って て得られる。

・1540頃　メキシコで ヨーロツパヘ運ばれ 中国，明，李時珍の

スペイン人は森林の るようになり「イン インド藍は，藍の含 著わした「本草綱目」

なかで，ふしだらけ ド青」とか「悪魔の 有率が高いこと，ま に，サフランは番組

でごつごつしている 染料」という名でよ た製藍法の技術の向 花という名で記さ札

木で，その木材を水 ばれた。 上により価格が安く， 西番（西域）・ペルシ

につけると織物を青 タイセイ属はインク 秀れた藍が作られた。 ア・アラビア産の紅

色，紫色，黒色など ランドや他のヨー口 インド藍の植物は， 花と解されていた。

に染める溶液が得ら ッパ各国で非常に多 イギリス，フランス，

れる木を発見した。

この木は一般自勺にロ

ッグウッドとよばれ

た。この木は中央ア

メリカのあちこちに

野生し，キューバ，

ジャマイカ，その他

のカリブ海沿岸地域

でむかしから栽培さ

れてきた。この木を

染料の原料として使

用することは，およ

そ16世紀のなかごろ

にスペインに導入さ

れた。

カムウッド（アフり

カ産の樹木からとっ

た赤色染料）がヨー

ロッパにもたらされ

た。

く栽培されていた。

イングランドでは，

ユ577年に輸入された

インジゴを一新発明

の，有毒で，不吉な

影をつきまとう牙荘悪

で，有毒の，偽りの，

腐食性のある染料」

といって告発した。

フランスではインジ

ゴを使った者は死刑

に処せらるべしとい

う命令を発した。イ

ンド産のインジゴと

タイセイ属から得ら

れる青色物質と・が同

一物であることはも

ちろん，これが植物

性のものであること

さえわからなかった

というのは，まこと

ふしぎなことである。

17世紀中頃はインド

産のインジゴは確実

なものとなった（技

埋蓋9）。ユ9士士孝已；こしrた

るまでは，唯一の青

色染料として使われ

た。

ヨ」ロッパでは天然

染料の種類も豊富と

なり，色の濃淡も自

ドイツでは生育不可

能であった。

15η　コチニールで

染めた，南蛮渡来の

ラシャが武将に愛用

された。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報〕

染料・顔料の歴史年表2（その4C）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリかオーストラリア エゾ外・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1550 曲となった。ベニバ

ナ，タイセイ，ウェ

ルド，アカネその他

の植物染料による染

織が普及し，インド

からのアイ（インジ

ゴ）の輸入も轍刮し，

アメり九大陸からコ

チニールやロッグウ

ッドが輸入されたが，

染料の種類は増カロし

たが，それには限界

があった。

・1595　オランダのリ

ンスホーテンは「東

方案内記」を書いた。

この中で，アイの栽

増と，インジゴの製

法を報告した。アイ

はカンバヤ王国で栽

培され，マンネンロ

ウに似た草である。

種がまかれ，よく育

ったメ1」りとって乾か

す。そのあと湿らせ

て臼でつき、何日も

の間乾かしておく。

はじめの間は緑色を

しているが，のちに

オランダでみられる

ような美しい青色と

なる。

A．D．1600 ・17世紀初頭　ヨー口 日本で木綿が普及に

ッパにインド更紗大 ともなって，木綿に

量に輸入され，六葉 よく染まる藍の需要

茜の栽培も行われた。 が高まり，藍が増産

された。

一600～エ620　イキり

ス束インド会社は， 日本での紅花は関東

輸出品として毛織物， 以西の暖地で栽培さ

輸入品として，綿布， れてきたが，江戸時

インジゴ，絹，香辛 代の初めから山形県

料であった。 最上川周辺が主要な

産地と知られており，
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その4ユ）

年　代
新　大　1室

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメりかオーストラリア エゾプ｝・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1614 ・1614　ロッグウッド， 今日もなおわずかな

・アメリカのサウス・ 西洋あかね，力一シ がら栽培が行なわれ

ノース両カロライナ トロン（いずれも北 ている。

州やジョージア州に 米産）などの植物染

開発された農園でイ 料，イキ1」スに導入 ユ7世紀初頭，インド

ンデイゴ生産がおこ され，のちしだいに ネシアで，天然染料

り，インド産に対抗 普及。 を調合して作られる

したが，その後大規 茶色のソカ（Soga）

模なワタやタバコの ・／630　オランダで， 染料の発見によって，

栽培が南部諸州の主 化学考ドウレベル， インドネシアの染織

要農業となって，イ ウールのため新しい 発展する。

ンディゴの栽培は再 スカーレット染色法

びインドが中心とな 発明，錫媒染剤を使 ・1637　中国，明，宋

った。 用し以後，媒染染色 応星の「大工開物」
かい　か

広まる。これまでほ なる。梅花の染料と
≒　　　一　　　　一　　一　■一 ’　　’　　市　、」1　　　　H」1｝一　、」』

A．D．1664

・1648　イキりス人，

　トマス・ゲイジ，メ

キシコのコスタりカ

西岸地で，マヤ文化

古典期の貝紫染を報

告している。

んとっに長椅ちのす

る緋色は得られなか

った。

ベッティは，その変

化を「深紅色から炎

の色へ」と呼んだ。

コチニールによる深

紅色の染色に成功し

た。

1660頃，ウイ■」アム・

ベテイ卿は，イ！グ

ランドでつかわれて

いた染料の目録をつ

くった。アカネ，洋

紅（コチニール），サ

フラン，アナットー，

ウエルド，ウコン，

タイセイ，ロッグウ

ッド。

工7世紀には、タイセ

イが使われた。これ

は，タイセイが明る

い青色から暗紫色ま

で多様の色調を出す

ことができたからで

ある。

当時，赤色一染料にア

しての用広，員千蔵子大

が記されている。栗

の殻で黒色を染める

ことが記されている。

1664　日本に熱帯産

σ〕染料材が大量に輸

入されたが，その中

でも目立つのはスオ

ウ木である。紅，紫な

どを染めるこの木は

日本に産しないので，

すべて輸入にまたね
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

　　　染料・顔料の歴史年表2（その42）

年　代 南北中央乳リ余オ集ラ1』了　ヨーロジ／ 西アジア 東アジア
エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1664 カネ，カーマイン（ケ ばならない。1664年

ルメス＝カーマイン， の記録では，スオウ

カイガラムシから採 木は8万8770斤，赤

取），コチニール（工 色染料1072戸となっ

ンジムシから），青色 ている。

染料にタイセイ，ア

イ，ロッグウッド， 江戸時代の染料の一

紫色染料にアーチル 覧

男1j名“オリチェロ、 　　　　　　■㍾ｪ・蘇妨・茜草・

（一種のコケ），また 紅花・藍草・梶子・．

黄色染料にウエルド 石榴・矢車・黄蘂・

（モクセイ草の花の 刈安・楊梅・五倍子・

色素），ウォードワッ 栗の皮・紫蘇・萱・

クス（一種のエニシ 丁字・胡桃・梅・梅

ダの花の色素），「オ 屋渋・桑・ぬるで・

一ルド・ファステイ いすの木・ずみ・う

ック」があった。非 こん・びんろうじ・

常に困難とされたの 生噛脂・大黄・柿渋・

は，色のあせない緑 阿仙薬・はぜの葉・

色の染料で，最良の から竹の葉・欄の葉・

ものは「サップ’グ 野胡桃の葉・灰の木

リーン」でクロウメ 葉・笹の葉・ひしや

モドキの実からとっ しやけの葉・櫓の木

た。 のごう・ふくら・な

つめ・とうきびの殻・

1684　英人ウイ1」ア 茶の生葉・藍草の生

ム・コール，アイル 葉・綿の実・ういき

ランドの海岸で貝紫 やう・ききやう・油

染料の実験を試みる。 煙墨・べんがら・丹

殻・黄土・丹・朱・

1685　シェンク，チ とふき・つまぐれ草・

りアン・パープル（貝 さんりやう・しやじ

紫）の研究をする。 ん・椿の葉・蓬の実，

及び桐・朴・茄子は

・背代以来使用された 黒灰として用いる。

ミョウバンのほかに，

いろいろな媒染剤が ・楊梅は柿渋と同じよ

発見され，比較的安 うに耐水性を示すの

価な天然原料で古代 で，「渋木」ともいわ

の高貴な染料にまさ れた。

AD．ユ684 る色をたすことがで

きるようになった。

キャラコ・プりソト

は17世紀末にインド

からヨーロッパに導
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その43）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ1」かオーストラ1」ア エジプト・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

入された。ヨーロッ

パの捺染業を刺激した。

A，D．1700 ・工704　ドイツ，デイ 1713　「倭漢三才図

一スバッハ，青色顔 曾」によれば，羅紗

料，プルシアンプル の握々緋の色は茜で

一を発明。当時青色 染めたものかという

の顔料は貴重で，16 記述があるが，えん

世紀にヨーロッパに じ虫によるか，コチ

入ってきた「青金石」 二一ル系のものと考

からの「ウルトラマ えられる。

リン」が唯一のもの

であった。日本では， 1715　江戸時代の図

群青（ぐんじよう） 説百科辞典「和漢三

といって，金に匹敵 才図絵」に，黄色染

するものであった。 料のうこんは堅牢度

叶4手い例手　　地嶺例

AD．1734

・ユ704　ニュートン（イ

ギリス）「光学」虹

の現象解明。

　“光線には色がつい

ていない、，青，赤の

感覚を与える光が存

在するとした。

・1704，オランダの顕

微鏡学者レーウェン

フックによって、ラ

ック，ケルメス，コ

チニールが虫である

ことが判明した。そ

れまではインド人も

ヨーロッノ｛人も本直雫勿

の種子と見ていた。

・1711　レオーミュ，

貝紫染めを試す。

・1720　イギリス．イ

ンドの染色布，織物

輪入禁．止によりファ

スチィアン織物の染

色業が発展した。

は低いので，染色の

あとは蔭干しするこ

と，衣服となったも

のでも日光に当てる

と変色する，と記さ

れている。

露草の花汁に染紙を

浸したものを青花と

いって，今の滋賀県

カ｛産土他となる。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その44）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央ア刈カ・オーストラりア エゾプ｝・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1736 1734　インド藍，工

式にヨーロッパに輸

・ユ74C　スペインのジ 入される。“タイセイ

コージとアントニオ 協会。が政治力によ

兄弟，メキシコの工 って、インド藍の導

クアドルの西海岸で 人を完全に邪魔をし

貝紫染を調査，観察 ていたが、結果的に

する。 は，インジゴがタイ

ゼイにとってかわっ

1745　アメリカ・サ た。

ウス・カロライナ州

に藍染興る，がやが リ736　フランス，デ

てすたれた。大規模 ユハメル，貝紫染を

な締やタバコの栽培 試みる。

がアメリカの南部諸

州の主要な農業にな ・1740　フランス，エ

った。 ロー，染着機構に関

する機械説を唱える。 江戸中期頃の「貞丈

雑記」に梅染のこと

が記されている。

1746　バルトJohan

Christian　Bath，イ

ンジゴに発煙硫酸を

作用させて，色素くザ

クセン青〉〈ザクセン 1755　オランダ，ジ

緑〉を得た。 ヤワ島の植民地から，

18世紀後半，ロッグ・ 藍を献納させる。

ウッド，西インド諸 工764　産業革命始ま

島に移植されて分布 る。

地域が拡大し，クロ

ム塩による発色方法 17壱6キャンベンデ

が発見されて発色性 イッシュ，水素を発

がよくなると，ます 見。

ます利用価値が高ま

って，需要量，最盛 1770　スコットラン

期を迎える。 ドでローラ捺染機（回

転ずる数本の凹坂口

一ラーによって捺染

する）が発明され，

模様の細密化と生産

の高速化で捺染業界

に一木革新をもたら

した。

AD．1770 1770　シェーレ，酸

素を発見。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その45）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメ1」かオーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・4ンド等 中国・インドネシア・日本

A．D．ユフフユ
・ユ77！　ドイツのウオ 1771中国の「大工

ルフェ，天然藍を硝 開物」の和刻本が刊

酸で酸化してピクり 行きれ．染色に及ぽ

ン酸を得ていた。と した影響は大である。

きおり絹を黄色に染

色するのに使われた

が，それ以上の意味

をもたなかった。

・ユ772，ラザボード，

窒素を発見。

・工774ブリストリー，

酸素を発見。

A．D，1787

・1787　オーストラり

ア総督アーサー・フ

イりツプスがカナリ

ー諸島のコチニール

をみて，オーストラ

リアにサボテンと昆

虫を運んだが，サボ

テンは繁茂したが，

コチニール昆虫は増

殖しなかった。

・ユ775，スウェーデン，

シェーレ，顔料シェー

レグリーンをつくる。

・1783ベル，銅片の

ローラーによる大量

生産の捺染法を発明。

・1783　ラボアジェ，

酸素による燃焼論を

確立する。

・ユ785　フランスの化

学者ベルトレ，塩素

が天然染料を漂白す

ることを知った。

1788　オスマンとク

ラプロートは独立に

ピク1」ン酸を発見。

ピク1」ン酸はのちに

絹，羊毛の黄色染料

に使用されることに

なった。ピクリン酸

は最初の人工有機染

料である。これだけ

が例外で，染料はす

べて，植物と昆虫に

起源をもっていた。 1789　江戸幕府はコ

チニールを養殖し，

336



繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

　　　染料・顔料の歴史年表2（その46）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメリカ・オーストラリア エジプト・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．ユ79ユ ．1789ベルトレ，織 コチニール産業を言十

物繊維の塩素漂白法 画したが実現しなか

を案出した。 った。

・1791フランス，べ

ルトレ，染料と媒染

剤の関係について考

察し，染着に化学説

を唱えた。染色とは

たんに繊維の上に染

料が沈澱する現象で

はないことを証明し，

媒染剤と染料との閥

に一種の化合物がで

きると考え，光も酸

素も関与するとした。

この理論はその後ま

ちがいであることが

証明されたが，実際

自勺意義をもっており，

染色の向上に役立っ

た。

・ユ8世紀後半，マラり フランスのベレチエ ・江戸時代末期にコチ

アの特効薬としての 等，キナ皮から，有 二一ル，日本に輸入

キナの樹皮が，ペル 効成分キニーネを抽 された。

一からヨーロッパに 出する。

伝わる。 ・江戸時代末期に島津

・ユ8世紀釆、天然染料， 藩で，うこんが専売

ケルシトロンがヨー 物となった。

ロッパに導入された。

A．D．1796 ．工796　インド産の動 ・ユ796　インド産の動

物染料である，ラッ 物染料である、ラッ

ク・ダイ，ヨーロッ ク・ダイ，ヨーロッ

パに入る。 パに輸出。

インド藍の小青が日

ヨーロッパでは，プ 本に入ったのは明治

ルシアンブルー以外 のはじめで，大青は

の無機顔料，アンチ 中頃である。

イモン榿，クロム燈，

マンガン系などの合

成品が用いられ始め

た。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その47〕

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ1」かオーストラ1」ア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

ユ798　アサ・エリス

は「染師の助手」を

著す。

A．n1800 工801ヤング，光の ・ユ9世紀の初め，イキ

干渉，三原色説を出 リスによってインド

す。“人間の色覚は赤， のマドラスに，コチ

緑，青の3種の感覚 二一ルの寄生するサ

の組合せで生じる。 ボナンが移植された。

とのべている。この 結果はよく，そこで

ことは，20世紀にな コチニールのための

って，網膜の円錐体 コックス虫も移さ札

の生理学的研究によ インドは新しいコチ

って，正当性が明ら

かとなる。

二一ルの産地となっ

た。

・ユ806ダルトン，原

子説を提唱。現代化

学の出発点となる。

・1806　アメリカ，エ

リア・ベネスが「染

師の友」の中で，青

色を染めるのに，イ

ンジゴとウォードの

混用を述べている。

インジゴが高価であ

ったとみられる。

・1808　ゲーテ，「色彩

論」著す。

A．D．ユ809 ・1809フランス，ベ

ルトレ「染色術の原

理」を公刊する。染

色の重要文献であった

・重要な天然染料カテ

キユ（阿仙薬〕がヨー

ロッパに導入された。

このころ，フランス

では，ナポレオンが

輸入されるインド藍

に対抗するため，大

青の優秀な製藍法を

募ったものの，つい
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

　　　染料・顔料の歴史年表2（その48）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリカ・オーストラリア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1825 にインド藍に勝てな

かった。

1825　ファラデー，

ベンゼン発見，染料

分子の基本的化学物

質である。

1826　ロビケーらが 1830　「機織藁編」

天然染料の歯根を昇 には，うこんは紅の

華して，アりサリン 下染めとして用いた

とパープリンとの二 とあるように，従来

つの染料原体の結晶 の梶子に代わって用

をとり出す。 いられた。

1826　ウンフエルド

ルベン，天然藍を加

熱して，｝CryStamne’

を得た。のちにアニ

リンであることがわ

かった。

ユ828　ウェーラー，

シアン酸アンモニウ

ム（無機物）から期

せずして有機物質尿

素を合成し，有機物

質は生命力によって

のみつくられるとい

う従来の考えに大き

な打撃を与えた。有

機合成の機運を促進

させた。

この頃，サフランが，

工829　フランス，シ 薬品として，日本に

エプルール，「染色に 伝わる。

適用される化学」を

公刊。

ユ831Lieb㎏、有機 1831　フランス人、

元素分析法を発表。 アルジェりアと北ア

フリカでエンジムシ

A．D．ユ833 1833　カーライル， を飼育する。その地

「衣裳哲学」を著す。 の経済に重要なもの

となる。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その49〕

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメ■jかボストラー」ア エジプト・メソポダニア・イパ等 中国・インドネシア・日本

AD．1834 ・1834　ドイツ，ルン ・本草学者佐藤成裕の

ゲ，コールタールを 「中隊慢録」に染料

蒸留して得た物質に 植物と染色法を書い

塩化石灰を加えたと ナニー篇がある。

ころ，美しい青色を

生ずることを発見し，

それに・ギリー kヤ語
の碧いという知ア

ノスから“キアノー

ル、と名づけた。

・1834　ドイツのF，

F，ルンゲ，染色助

剤ロート油の製造開

始する。

・ユ839　フランス，シ

ュブルール，「色彩調

和論」を著わす。

・1841　フリッツェが

インジゴを苛性力り

で蒸留して油状の塩

基を発見し，これに

アニりンという名前

をつけた。アニリン

という名前はインジ

ゴを採集する原植物

のインジゴフエラ・

アニルのアニル（碧

い）に由来している。

・ユ842　シーニン，ニ

　トロペンゼンを還元

して，“ベンジダム。

を得る。

AD．ユ843

・工843　Hoffmaηは，

ウンフエルドルベン

がみつけた“CrySta－

lhne”，ルンゲが見

つけた“キアノール”，

シーニンが見つけた

　“ベンジダム”は同

一・ g成であることを
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

　　　染料・顔料の歴史年表2（その5C）

年　代 新　犬　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリカ・オーストラ■1ア エジプト・メソポタ：ア・4ンド等 中国・インドネシア・日本

AD．1843 発見した。以後アニ

リンと呼ぶようにな

った。この発見はそ

の後のアニリン染料

の出発点となった。

1846マルセル，口

一ト油（硫酸化ヒマ

シ油）製出，アリサ

リンのまだら染防止

に利用する。

工849　キノンによっ

て合成染料の一一種の

ピクリン酸がすでに

絹の黄染の染料とし

て用いられた。商品

化はされるほどの価

値がなかった。

A．D．1850 1850C1則s1us，熱

力学第二法員11を樹立。

ユ856　イギリス、パ

一キン，アニリン類

似物質のアリル・ト

ルイジン（C、。Bl．N）

からキニーネ（C室。H別

N．O。）をつくろうと

して，偶然紫色染料

モーブを発明した。

羊毛，絹によく染ま

る。翌年工業化した，

はじめての有用な合

成染料である。パー

キンはこの染料を一方

代紫の名のままくチ

リアン・パープル〉

と名づけたが，世の

反対を受けてくアニ

りン・パープル〉と

変えたが，フランス

ではくモーブ〉（植物

名，フランス語の“葵、

を指す）と呼ばれた。

A．D．1850 最初の塩基性染料で
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日日　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その51）

年代
新　大　1窪

ヨーロッパ 西アジア　　　　東アジア
南北中央アメりかオーストラーjア エジプト・メソポタミア・イバ等 中国・インドネシア・日本

A．D．1850 ある。

産業革命により織布

が増産されている時

代にこの発明は大き

な反響を呼び以後，

続々と新しい染料が

合成されるようにな

った。

・1856　フランスのナ

ダンソン，アニ1」ン

に撫化エチレンから

深紅色のマジェンタ

（塩基性染料）を得た。

。。・■’一。　　　一　　一＝τ’．’

・ユ856　し・W1工上1ams

最初のシアニンを見

い出した。

A．D．1858 ・1858　ケクレ，炭素

原子の4面体構造説

を出す。

・1858　フランス，ラ

カズ・デューテイェ，

漁師が貝の汁で文様

を染めるのを見てそ

の研究を始める。

・1859　ヴエルガンは

マゼンタ（イタリヤ

の地名）（別名フクシ

ン（花の名〕塩基性

染料）を再確認し発

売する。

・ユ859　りヨンブルー

　（酸性染料〕発明さ

れる。

A．D．1860

・1860　フランスのジ

ラールとド・レール，

および独立にイギリ

スのニコルソンは，ロ

ーザニリン青を発明。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その52）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ■1かオーストラ■jア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1861 1861　メチルバイオ

レット（塩基性染料） 1862　日本に初めて

をロートが作る。 合成染料がもたらさ

れた。

1862　ソルブルブル 紺粉，紫粉，繊分（マ

一（最初の酸性染料） センタ）の合成染料

が発明された。 も記されている。

1863　ライトワット 1863　日本にサフラ

により，1834年には ン（黄色）がもたら

じめて見つけられた されたが，枯れた。

黒色染料が再発見さ

れ，アニリン黒（駿

化染料）が織物上に

直接つくられた。

・1863　マルティウス，

ジアゾ反応により，

ビスマルクブラウン

をつくる。アゾ染料

という大群の最初の

もの。

・ユ864　アニりン黄発

表される。モーブと

同じ年に出来ていた。

1864　グリース，ジ

アゾ化現象を発表し

た。合成染料合成の

重要な理論となる。

・1864　フランス，ゲ

イラード，シドン付

近で貝紫染めに使わ

れた貝塚を発見。

1865　ケクレ，ベン

ゼンの構造（六員環）

AD．1865 を決定。

これまでの合成染料 明治維新以後，外国

は経験的に作られた よりいろいろなもの

が，この後理論的に が輸入された。その

有機化学と密接不可 中にヨーロッパと南

分な関係におかれる 方産の多種の染料が

にいたった。 輸入され使用される
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その53）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央了メリかトストラり了 エジプト・メソポダ了・インド等 中国・インドネシア・日I本

A．D．1867 ようになった。

1867　フオン・ホフ 藍汁（樹犬の印度藍），

マン，メチル紫を発明。 肯定盤（固形の印度藍），

ロッグウッド（幹材），

1868　ヨーロッパに アンナット（紅の木

おけるアカネの栽培 の果），フラビン・フ

は，約7万トンで， スチック（幹材），ウ

アカネの赤色染料の オルド，コチニール，

人工的製造に多額の ピーチウッド（幹材），

賞金がかかる。 ブラジルウッド（幹

材），スマック（葉），

！868　拳・角、に関する 茜榎（西洋茜）．パー

A．D．1868

グレーべ，り一バマ

ン説でる。

ユ868　グレーべ，リ

ーバマンはアリザリ

ンの化学構造を決定，

翌年，アントラキノ

ンからアリザリン（媒

染染料）を合成する。

アりサリンは西洋茜

の色素成分で，天然

色素の最初の合成で

ある。ア■」サリンは

使用する媒染剤によ

って織物を染めあげ

る色調をいろいろに

変之る。明ばんでは

赤，鉄塩をっかうと

スミレ色の色調を，

クロム塩をつかうと

褐色がかった赤い色

調を与える。

アりサリンの合成の

成功は，インディゴ

の合成の研究に刺激

を与えた。ベンゼン

構造説の発展による

ものである。

アリザリン合成の研

究は，アントラキノ

ン化学の口火をきり，

さらに有機化学の進

歩を決定的に形作る

菌根（西、羊歯），パー

ウツド（幹材），ガン

ビア（ガンビア阿仙

薬），黄棲皮（クコニリ

テトロンの内皮），五

倍子，ホットアス，

松藍玉，アーチル，

ケルメス（紫虫），紅

木綿（生日翔旨），萎黄

（うこん），紅花，カ

ムゥード（アフリカ

に産する蘇柿と似た

木の幹材），紫花（カ

トペアル），以上の天

然染料の染色法が言己

録にある。

明治にロッグ・ウッ

ド入り，棲榔樹に代

わって黒染に用いら

れる。
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繊維，染料および洗斉竈の歴史的関係（第2報〕

染料・顔料の歴史年表2（その54）

年　代 新　大　陸 ヨーロッパ 酒アジア 東アジア
南北中央アメりカ・オーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1868 ことになった。

・1869カナりヤ諸島 ・1869カナリヤ諸島

がコチニールの主要 がコチニールの主要

産地となりその輸出 産地となり，その輸出

は271万7000kgとなる。 は271万7000kgとなる。

A，D．1870 ・1870A．Baeyer， 1870舎密局開設，

イサチンからインジ 合成染料用法の講習

ゴを合成。 も実施された。

．1871セル■」ン（駿 1871日本に再びサ
性染料〕発明される。 フランが輸入されて，

育成された。

・工871シャンク、染

色と漂白の機構の研

究。

A．D．1873 ・ユ873　クロワサンと

ブルトニエール，硫

化染料を発明。

・ユ873H．W．Vogel，

シアニンおよびこれ

と類似の染料が光増 1舳　日本，輸入イ

感作用（乾板が長波 ンド藍に対抗するた

・工87卑　ドイツ人，工 長光にも感度を示す めに、古来の蓼藍か

ルンスト・フオン・ こと）をもつことを らインジゴの抽出を

マーチインズ，メギ 発見した。 試みたが．インド藍

シコ，オアハカ州テ に対抗できず閉鎖し

ワンテペックの貝紫 ・ユ875　ドイツ生理学 た。

染を報告。スペイン 者，E．Heri㎎は三

侵入以前からその生 色説の欠点（色覚異 1875　ドイツに留学

産があったと轍皆す 常の問題）を補うた した中村喜一郎が，

る。 めに，黄と赤，緑， 合成染料37種を持ち

青の四色説を出した。 帰り，染色法を指導

した。

・1876　カロ，メチレ

ンブルーを発明。 1875京都に染殿を

設け，合成染料によ

・1876　ウイット，発 る染色を行う。

A．D．工876 色団，助色団説出す。

化合物の色と構造に

関する古典的理論，

ある化合物が色をも

つためには，発色の
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その55）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメりカ・オーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・イバ等 中国・インドネシア・日本

A．D，1876 可能性を有する基（発

色刷とその可能性

を発現させる能力の

ある基（助色団）が

必要とのべた。

・ユ8761858年グり一

スの発見したジアゾ

化合物の構造が明ら

かにされた。以来ジ

アゾ化反応は，今日

一、”’、土．＝’＾里」」古品戸、’．　．の染料の最大部分を

占め，かつ天然にな

いいわゆるアゾ染料

の合成が行われるよ

うになった。化学構

造が決定されるよう

になると，有機化合

物の構造と色や染着

性とがどういう関係

にあるかの問題が解

明され，天然にない

すぐれた色の染料が

構造化学のうえから

意識的に創造されは

しめる。

．19世紀中頃，C・サ

ービ，カーミン（コ

チニール），西洋スモ

モの汁，コケモモの

汁，ブドウ酒を着色

剤に使用して生物の

着色標本をつくる。

A．D．1877

・エ877　ロベルト・コ

ッホは，合成染料（ア

ニリン色素〕を使っ

て，バクテリアの薄

膜標本を固定着色す

る方法を公表し，細

菌学史における1つ

の遼機となった。こ

の方法で1882年に結

核菌を発見した。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その56）

年　代
新　大　陸 ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央’アメリかオーストラリア エジプト・メソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1877 ・1877　M．Prud’

Hommeアニりシブ

ラックおよびアリサ ■878　日本，アニリ

リン・ブルー発明。 ンなどによる合成染

料で飲食物を着色す

・18780・フイッシ ることを取η締る。

ヤー，マラカイトグ 有害飲食物着色料の

リーンはタンニンで 取締りの我が国での

媒染した木綿に深緑 最初の例。

色を与えた。

i879　小笠原でシヤ

・1878　フオン・バイ ワ、インドからコチ

エル、インディゴ（建 二一ルを移植したが

染染料〕の合成を発 風土，気候，自然条件

表した。（インジゴエ の関係で成功しなか

業の基礎一→1892〕 った。

A．D．／880 ・！880　ホリデイはべ

一夕ナフトールのア

ルカリ溶液を綿布に

パッドして，ジアゾ

化したべ一夕ナフシ

ラミン溶液に通浸し

て，堅牢な赤色に染

めあがることを発見

した。最初のナワト

一ル染料である。

1882　高松長四郎，

・1883A．Baeyer， 東京大学で染料の講

インジゴの構造を決 義をする。

定。

・／884　ベデイカー，

コンゴーレッド見出

す。直接木綿を染め

る最初の合成染料．

アフリカ，コンゴー

自由国の建設を記念

して名付ける。

．ユ884Kmrr，キニ

AD1884 一ネ合成の研究中，含

成医薬品第一号のア

ンチピリンができる。
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その57）

年代
新　大　陸

南北中央ア川かオーストラリア ヨーロッパ @エ州弧μイン時中国、河ξシ与、躰

A．D．ユ885 ・1885E．Hering，

余色説を提唱する。

・工887グリーン，直

接染料プりムリン（桜

草の花の色に由来）

を合成。繊維上顕色

染料の祖。

・1889酸性媒染染料

が発明される。酸性

担当出」．フ’し十・一■其ち．
ウK1」†1」〈’一u、ノ　‘仕巴

導入。

・1893　R．Vidal，バ

ィダル・ブラック，

　（硫化染料第一号）

を発明。

11896　ヤングの三色

盲党は，H．He－mholtz

によって定量化され

た。

A．D．1898

・1898ドイツ人，マ

ーチインズは，中央

アメリカでの貝紫染

の発達は独自のもの

で，ヨーロッパとは

無関係という説を記

す。

・工897　インテソゴの

工業的合成が経済的

に可能となり，市販

された。インドのイ

ンディゴ薄命出は，1895

～6年のユ9000トンか

ら13－4年間にnOO

　トンに減少した。

合成インディゴが一天

然染料よりも安価に

生産されるようにな

った。

・’禔A’猟牙亡生一りソ。サ“』べ

って，コチニールの

価格は下落したが，

生産量は増加した。

1880までには人造染

料とのせりあいがっ

づき，エンジムシの

養殖はひきあわなく
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その58）

年　代 南北中央乳リ余オ著トラリア　ヨーロッパ 西アジア 東アジア
エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1898 なる。今日ではほん

の少量が食料品の色

として生産されてい

アナットーはベニノ る。

キ科の灌木であるべ

ニノキから得られる 19世紀は完全に人造

元来，南アメり力化 染料の世紀であると

部とカリブ海地方が いわれているけれど

原産。桃色の花をつ も，じっさいにはこ

け，トゲの多い果実 の期問のおよそ％は，

を生じ，その中に赤 「天然」染料が優位

い果肉に包まれた赤 を占めていた。

い種子を生じる。種

千と果肉から有機溶 ・19世紀の後半期の含

媒によって染料を抽 成染料品瑛までの黄

出する。 色色素はサフラン，

ベニバナ，アナット

であった。

A，D．ユ900 ユ900合成染料の多 「色料新編」には，

種出現により，イキ うこんについて「媒

リス，ドイツの染料 染剤を要せずして木

化学者が染料の技術 綿，絹，毛に染着す

的分類に種々の体系 るも日光，石けん等

を試みた。 に不堅牢なるため現

今は使用せられず，

190ユ　インタンスレ 飲食物の着色に用ふ」

ンブルーRSN（建染） と記されている。

発明される。セルロ

一ス繊維用，比類の

ない最高の堅牢度を

もつ。インド十アソス

ラキノンからインタ

ンスレンと名付ける。

1903　シアニン色素。

1905　フり一ドレン

ダー，チオインジゴ

（建染）を発明，一

マンセル，表色系。

1907A．vonBraun，

A．D．1907 J．Tscherniakフタ

ロシアニンを合成。

堅牢性すぐれた有機
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その59）

年　代 新　犬　隆
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメ■jかオーストラ1」ア エジプト・メソポタこア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．ユ907 顔料である。

・ユ908発色に関する

バイヤーの振動説。

・1909　アメリカ人， ・1909　ある種の染料

セリア・ナットル， は，たとえば羊毛を

中央アメリカの貝紫 染色するが木綿は染

染は古代ヨーロッパ 危しないというよう

の伝統の名残りであ に，その作用に高度

ると発表した。 の選択惟があって，

生体の組織について

も有機染料がある種

の生体細胞によって

吸収され，ある種の

ものは吸収されない

なら，毒性の化合物

がある寄生微生物に

吸収され，その微生

物の感染を受けてい

る宿主には吸収され

ないようにすること

が可能であろうと考

え，多数の化合物の

中から，スピロヘー

タの感染による病気

にきくサルバルサン

の合成に成功し，化

学療法を創始した。

A．D．1911

ユ9u　フ1」一ドレン

ダー，Tyrian　Pur－

ple（貝紫〕の構造を

6　6⊥dibromo　in－

digo　tin（C、伍H目Br2

N．O。）と決定する。

建染染料に属する。

彼の実験によれば，

1．4g（洋服地1着分）

を採取するのに1200C

個に及ぶ海蝸牛貝を

つぶしたということ

である。古代におい

て，いかに高価なも

のであったかがうか
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その6C）

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア

南北中央アメー1カ・オーストラりア 東アジア
エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．ユ911 がえる口

19！1硫化建染染料，

スレンカーキーGG。

1912A．Zet　scher，

ナフトール染料Na・

phto1AS、を発明。セ

ルロース繊維上で染

料を合成して染色す

るという画期的染着 1913　天然染料の調

機構をもつ。 査（染料用森林植物

調査書）によれば，

工912　A．Kaufmam 約125寿戴寅のものカ液

とE．Vonderwah1 われていた。

はシアニンの決定的

な構造解明によって 1914　日本で最初の

ポリメチン染料の意 合成染料アリザリン

図的合成が可能とな が生産された。

A．D．工915 った。

・1915　A．H．Mun一

Se工王「色立体」を考案

した。

19！5Neo1an（金属

錯塩染料）

19ユ6　イギリス，エ 1916第一次世界大

セル・M・メk一， 戦のため，染料輸入

「Vegetable　Dyes が途絶，合成染料の

（植物染料）」を刊行， 国産が始まる。

とくに地衣類による

染色を「最も優れて

いて，最も知られて

いない染料」として，

詳記している。

A．D．1920 ・1920　Caledone

Jade　Green　B。

192ユ　インジゴゾル，

Naphtol　ASG．

1923G．H，E11sイ

オナミン染料（アセ

AD．工923 テート用），疎水健の

大きな分散染料が発
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田　　辺　　勝　　利

染料・顔料の歴史年表2（その61）

年代
新　犬　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメー」かオーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1923 明きれ，化学，合成

繊維の染色に用いら

れる。それまでは繊

縦の着色には水にと

ける色素の使用が大

前提であった当時の

固定観念を打ち破っ

た。

・1923オストワルド，

表色系。

・ユ925量子力学確立

する。染料分子発色

の理論の基礎。

・1927セリトン

・ユ928　　…｛．de　｝〕ieS－

bach等銅フタロシア

ニンを合成する。

・工929　Kraisによっ

て，西洋橡の木の樹

皮から螢光増白斉一1を

抽出してはじめて繊

維の増白に利用され

た。

A．D．！930

．W．K6nigによって

ポリメチン誘導体（写

真用）が提供された。

・1930　ラビ・ンドおよ

びラピットゲン染料。

・1930　Hせ。ke1分子

軌道理論。

1930　日本，黒田，

紅花の色素カルタミ

ンの化学構造を明ら

かにする。

A．D．1930

・ユ930近代毛織物染

色工業は，非イオン

活性剤の添加が1：

　1型合金属染料の均

染に効果があること

が，I．G杜によって
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

　　　　染料・顔料の歴史年表2（その62）

年　代
新　・大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメリカ・オーストラりア エジプト・メソポタこア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．ユ930 研究，開発されたこ

とから始まる。

1g3ユCIE「標準表

色系」

ユ935　キナクリドン。

1935パルコ，染料
の拡散。

1935　シルム，直接

性の条件。

1935二一ル，直接

染色の研究。

A．D．1935 1935エレード，酸

性染色の研究。

1936分散染料，W

／O型ピグメシトレ

ジンカラー，適用繊

維素材の範囲を拡大

した。又その使用法

が容易となった。

1937　E．ValcoHKo一

Hoidchemische　Gr一

und1agenderTeX・

tilVeredlung”を著

す。染色化学の原典

とされる。

1938　アストラゾン，

アリダイ，シャーダイ。

A．D．1940

1940　セルロース織

維用の螢・光増白剤

B1ankophrが合成さ

れた。

ユ945Peters，ナイ

ロンの酸性染色。

ユ9491rga1an（ユ：2

A．D．1949 型金属錯塩染料）
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染料・顔料の歴史年表2（その63）

年　代
南北中央乳1え奈才、雲トラリア　ヨーロッパ 西アジア 東アジア

エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1949 1949　L．Diserens

”Neueste　Fortsch一

ritte　und　Verfahr・

en　in　der　Cbemis一

chen　Tec㎞o工。gie－x

cler　Textifasern”

を著す。染色化学の

原典とされる。

A．D．1950 1950　T．V三。kersta一

ff“The　Physica1

Chemistry　of　Dye・

i㎎”を著す。近代染

AD．1955

色化学の端著となる。

染料／繊維の界面現

象を考えた。

・ユ950Karrer天然

カロチノイドを合成，

市販する。

・ユ9500／W型ピグ

メントレジンカラー。

ウオターズ，テリレ

ン（ポリエステル）

の染色機構。

・195王　Re1m白1an，

CibaIan　Bri11iant

　（羊毛に対する反応

染料）

・1955　ポりエステル

繊維用分散染料，ラ

チル。

アクリル専用染料，

Sevron

カチオン染料による

叩カ1111蛸1熾｛九征

アクりル染色物は色

相が鮮明で，湿潤お

よび耐光堅牢度が卓

越している。染色時

にカチオン染料は，

繊維に完全に吸収さ

1951国産染料生産

量（トン）

分散：28，螢光増白

剤10，塩基カチオ

ン1574，硫化染料：

7118，アゾイック染

料：1680，直接染料

13538，酸性染料：

3518，クローム染料

：450，建染染料：

1760，反応染料10，

△≡一」・　1［　o　l　r
口目1・一J’U一’

1955　日本のベニバ

ナ栽培は絶滅寸前に

追いこまれた。（続

木のばなし）

354



繊維，染料および洗剤の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その64）

年　代
新　犬　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北秋ア刈かオイトラ■1ア エゾプいメソポタミア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1955 れるため排水処理が 1954　日本における

容易である。カチオ 染料品目数

ン染料で染色される 分散　蝸，カチオン

よう，ポリエステル， 13，反応　O，直

ポりアミド繊維の改 接　140，酸性　339，

質が工夫された。 クローム　78，硫化

29，建染　94，

・ユ956プロシオン（セ 計　742

ルロース用反応染料），

色相鮮明，堅牢度良

好，加工法の多様性

に加え，化学反応に

よって繊維と結合す

るという画期的な染

着機構をもつ。

1957レマソール（反

応染料）

1958　キナクりドン

（プラスチック用布

機顔料）

・1959反応型分散染 1959，日本，食品衛

料できる。水溶性基 生法では24種類の合

をもたない反応染料 成染料が，食品用色

で水性分散系から染 素として認可される。

色する。

A．D．1960 ユ960Bradley，染

料の昇華性を研究す 1963　文化庁は全国

る。 に「麻・藤・楮など

の繊維で布を織った

ことがあるか，草木

の類を染料に使った

ことがあるか」の調

査をした。その結果，

使用した染料は30数

種類の回答があり，

大体，大正期の調査

の時と同じである。

A．D，1968 1968　乾式熱転写捺 1965　ベニバナは植

染開発される。 物油資源として，栽

衣料用の染色技術だ 培が急速に復活しっ

けでなく画像処理の つある。

カラー記録の技術と
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染料・顔料の歴史年表2（その65）

年代
新　大　陸

ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメリかオーストラ1」ア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

A．D．1968 しても応用されてい

る。

短時間で多色の捺染

物が得られる。

後処理がないので，

用水，廃水問題がな

い。省資源，省エネ

ルギー上有利等の利

点があるが，昇華堅

ろう度，色の表現範

囲に問題がある。

印刷技術を利用する

ので繊細な柄を出す

・1969吉岡常雄氏， ことができる。

メキシコ，コスタり
．上　一、口止■＾一’1■⊥　止．’．・一■そ■“ そ＾一〔　　　（　　fτ　　τ†　．，1

A．C．1970

A．D．ユ974

力の員紫染めが滅び

ていることを確認し

た。

・1968　G．三・互．互工eiト

meierは色素を利用

して液晶カラー表示

ができることを示した。

・／970年代，色素（チ

アジン系染料）とFe

1十^Fe3＋の酸化還

元系を組み合わせた

光電池が研究された。

・1974頃，有機色素の

溶液，又は蒸気を強

く光励起することに

より，レーザーが発

振することがわかる。

色素レーザーは適当

な色素を選べば，可

視域のほとんどを覆

う色素レーザーの光

源を作ることができ

る。ローダミン6G

は最も有名なレーザ

ー色素である。

1970　貝紫以外にヤ

タテガイ科の貝の中

には，緑色や褐色の

色素を出すもののあ

ることがわがつ，貝

緑は奄美大島で，貝

褐はフイりピンで発

見された。どちらも

建染染料に属してい

る。天然の緑色料と

して興味深いカ㍉構

造式は不明である。

1971吉岡常雄，奄

美大島の紫貝1個で，

催≡カ、工こ5mm■の；布しカ、

染まらないこと，又

染料1グラムをとる

ためには，約200コ位

の貝を必要とするこ

とを確認した。

1974　日本の染料品

目数

分散373，カチオン

143、反応363，直
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染料・顔料の歴史年表2（その66〕

年　代 新　大　陸
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメリかオーハラりア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1974 接230，酸性591，

クローム　83，硫化

35，建染116

1976国産染料生産

量（トン）

分散染料11728，螢

光増白熱　6947，塩

墓カチオン染料5950、

硫化染料　49列1，ア

ゾイック染料　4917，

直接染料　月309，酸

性染料　3668，クロ

一ム染料　2442，建

染染料　2364，反応

・ユ977分散性反応染 染料　1－17

料としてナイロン用 合言十　51750

のProciny1が実用

化された。 1977　M．Matsumu一

ra等，n－ZnO半導

体表繭にローズベン

ガルの色素薄膜をつ

くり，光増感効果を

研究した。

1977M．Fujihira

等，SnO，電極上に

化学修飾したローダ

ミンBによる増感反

芯を研究，光エネル

ギーを化学エネルギ

一への変換研究。

1978　ポリエステル

／綿混紡用の専用の 日本，天然着色料使

染料（分散／建染， 用の実例

分散／反応染料）の ピキシン（アナトー），

A．D．1978 開発される。 クロシン（くちなし，

サフラン），β一カロ

チン，カプサシチン

（パフりカ），エノシ

アニン（グレーブス

キン），カーサミン（紅

花），カルミン酸（マ

チニール），ラッカイ

ン酸（ラックカイガ
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染料・顔料の歴史年表2（その67〕

年代 新大　陸 ヨーロッパ 西アジア 東アジア
南北中央アメりかオーストラリア エジプト・メソポタ：ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1978 ラ虫），クロロフィル

（葉緑素），ベタニン

（ビートレッド）．ク

ルタミン（ウコン），

モナスコルグリン（紅

こうじ），リポプラビ

ン（酵母），カラメル

等である。

1979　N．Minami

等、SnO。電極上に

銅フタロシアニンを

A．ひ1980 ・1980　ポリエステル

／綿混紡を一つの染

料（One－Dyeシス

テム）で染色できる

ようなMFT基（モ

ノフルオロトリアジ

ン）をもつ分散染料

が研究される。分散

染料としてポりエス

テルを染め，反応染

料としてセルロース

を染めようという考

え方である。

ユ980　C．D．Jager

等，nTiO。，n－ZnO

にフタロシアニンの

色素薄膜をつくり，

光増感電流の研究を

する。

1982　J．P．Dode1et

等，アルミニウムフ

タロシアニンの色素

蒸着して光電極特性

を調べる。

1979　ポリエステル

／綿…昆紡品を一，谷

（Two－Dye　システ

ム）で簡単に染色で

きる反応染料開発さ

れる。

1980反応染料によ

るセルロース染色の

問題点の一つである

染料の有効利用率（固

着率）の向上のため

に，ビニルスルホン

基とモノクロルトリ

アジン基という異種

二官能型反応染料が

発表された。

198θ　ポリエステル

乃晶を一つの染料（One

－Dyeシステム）で

染色できるようなM

FT基（モノフルオ

口トリア｛）ン）をも

つ分散染料が研究さ

れる。分散染料とし

て，ポリエステルを

染め，反応染料とし

てセルロースを染め

ようという考え方で

ある。

358



繊維，染料および洗斉目の歴史的関係（第2報）

染料・顔料の歴史年表2（その68）

年　代 新　大　隆
ヨーロッパ 西アジア 東アジア

南北中央アメー1カ・オーストラリア エジプト・メソポタ＝ア・インド等 中国・インドネシア・日本

AD．1981 を界面活性型にして

薄膜をつくり，Al／ 1981　フクロシアニ

AlPc／Ag型の光電 ン，ポルフィリンや

池の研究がなされた。 メロシアニンなどの

色素膜をSnO，と金

スクリーン捺染技術 属電極の間にサンド

がエレクトロニクス イッチして，光エネ

のプリント配線など ルギーの電気エネル

に応用された。 ギーへの変換を研究

する。

1983M．Saito等，

界面唐性型メロシァ

ニン，およびクリス

タルバイオレットを

用いて，累積膜法よ

り多分子膜を作り，

Al／3／2／Ag型の

光電池が研究された。

A．D．ユ985 1985ナイロンノ綿，

羊毛／編の専用染料

の開発が始まる。
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